
表 紙主 な 内 容

　4月10日（金）、町内の幼稚園で入
園式が行われました。写真は寺前幼稚
園の様子です。
　新入園児たちは、はじめての幼稚園
に少し緊張していましたが、入園式
の後は楽しそうにお友達と手遊びをし、
熱心に絵本の読み聞かせを聞いていま
した。
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住宅の取得に最大150万円を補助！　
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神
河
町
で
は
、
若
年
層
の
定
住
促
進
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃
補
助
、
若
者
世
帯
向
け
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
（
新
野
駅
前
団
地
）
整
備
に
続
き
、
若
者
世

帯
が
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
、
そ
の
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
「
若
者
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
新
築
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
二
世
帯
住
宅

と
し
て
増
築
す
る
場
合
、
又
建
売
り
住
宅
及
び
中
古
住
宅
（
空

き
屋
等
）
を
購
入
す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
振
興
課　

地
域
振
興
ま
で

住
宅
の
取
得
に
最
大
１
５
０
万
円
を
補
助
！！

　
　
　

神
河
町
で
家
を
建
て
る
若
者
を
応
援
！！

　
　
　
　
　
　
　
「
若
者
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す

住
む
な
ら
や
っ
ぱ
り

神
河
町

▲今年完成した新野駅前団地
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若者世帯の住宅取得を支援

    申し込み要件

　①若者世帯（新婚世帯及び婚姻予定者又は子育て
　　世帯）である方
　　・新婚世帯　申請日現在において、夫婦の合計
　　　年齢が 80 歳未満である世帯であって、夫婦
　　　が同居していること。
　　・婚姻予定者　申請日現在において、婚姻を予
　　　定している者同士の合計年齢が 80 歳未満で
　　　ある者であって、住宅取得後６か月以内に婚
　　　姻し、夫婦で住宅に居住すること。
　　・子育て世帯　申請日現在において、満 15 歳
　　　に到達して最初の 3 月 31 日まで（中学３年
　　　生まで）にある子どもと生計を共にし、かつ
　　　同居していること。
　②町内に自己の居住用として、住宅（台所、便所、
　　浴室及び居室を有し、利用上の独立性を有する
　　住宅が対象で、リフォーム等の模様替えは対象
　　外）を新築及び増築又は購入する方。
　③補助金を申請した年度末（翌年の 3 月 31 日）　
　　までに住宅の引渡しが完了し、居住が開始でき
　　ること。
　④連帯保証人のある方（兵庫県内に居住する親族
　　で、収入月額 15 万 8 千円以上の方２名）
　⑤町税その他町に対する債務の不履行が世帯構成
　　員のいずれもがないこと。
　⑥神河町暴力団排除条例に抵触しない方

      補助内容

　・住宅取得に係る費用（土地代は除く。）の 10 分
　　の１とし、100 万円を限度とします。
　・町内に主たる事業所を有する法人又は個人事業
　　者（町内業者）を利用して新築又は増築する場
　　合は、更に 50 万円を上乗せします。

      必要書類

　・補助金交付申請書
　・住民票謄本（本籍及び続柄）
　・戸籍全部事項証明書
　・世帯全員の町税納税証明書又は町税非課税証明書
　・工事請負契約書又は売買契約書の写し
　・補助金返還についての誓約書
　・連帯保証人の印鑑証明書
　・現況写真
　・位置図
　・宅地の登記簿謄本
　・建物配置図、平面図及び立面図
　・その他必要と認める書類

  申込み受付期間

　2015 年 4 月１日から 9 月 30 日まで
　（翌年の 3 月 31 日までに完了する住宅）
　※４月１日以降の工事請負契約又は売買契約から
　　対象となります。（４月１日までに契約されて
　　いる住宅は対象外）

　　　 賃貸住宅家賃の一部を補助

　平成 26 年度から実施している「若者世帯向け家
賃補助事業」を平成 27 年度も実施します。
　この事業は、町内の賃貸住宅に居住されている若
者世帯（家賃を月額４万円以上支払われている世帯）
を対象に家賃の一部を補助するもので、月額 2 万円
を上限として、最長で 7 年間補助します。
　この事業に関する詳細については、町のホーム
ページをご確認いただくか、地域振興課地域振興係
までお問い合わせください。

　　 若者世帯向け町営住宅を建設

　平成 26 年度に新野駅前で建設した若者世帯向け
町営住宅（新野駅前団地）は大好評により全戸入居
が決まりました。
　そこで、若者の定住をさらに促進するために平
成 27 年度は中村地内（旧神崎町役場跡地）に建設
します。建設戸数は 12 戸、家賃は４万円で、平成 28
年 4 月から入居可能となる予定です。
　入居者の募集は町の広報やホームページ、CATV
告知放送などを通じて公募をする予定で、詳細が決
まりましたらお知らせします。

申込み・問合せ
　地域振興課　地域振興係　☎ 34―0185
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かみかわを知る　特集

平成 27 年度  予算が決まりました

 神河町全体の予算は
１６５億９，１０８万円

平成 27 年度の神河町の予算がまとまりました。13 会計を合わせた予算の総額は前年度から 4.1％増の
165 億 9,108 万円で、このうち一般会計は前年度から 4.7％増の 87 億 3,940 万円となりました。

この予算は、「ハートがふれあう住民自治のまち」を目指す第１次長期総合計画の後期基本計画
（H25 年度～ 30 年度）に基づく事業実施を基本とし、地域創生に向けて

喫緊の課題である人口減少対策を最重要施策と位置づけ、
集中的に予算配分を行い、議会の決算委員会の提言や各区要望を踏まえて編成しました。

神
河
町
の
予
算
の
概
要

　

町
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
全
般
に
わ

た
る
施
策
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ

る
予
算
が
一
般
会
計
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
特
定
の
事
業
を
一
般
事

業
か
ら
切
り
離
し
、
独
立
し
た
経

理
を
行
う
の
が
特
別
会
計
で
９
事

業
あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
は
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
も

の
で
、
上
・
下
水
道
事
業
と
病
院

事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

一
般
会
計
予
算
を
中
心
に
平
成
27

年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

１
一
般
会
計　

歳　

入　
　

　

町
が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納

す
る
自
主
財
源
は
、
26
億
８
，

３
２
３
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

30
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
は
前
年
度
か
ら
３
・

３
％
減
の
19
億
１
，
６
８
１
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
町
民

税
と
固
定
資
産
税
の
減
収
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
町
税
全
体
が
減
収

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
収
入
は
、

人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
今
後
も

減
っ
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
伴
う
受

益
者
分
担
金
・
負
担
金
は
事
業
費

に
応
じ
て
計
上
し
、
使
用
料
・
手

数
料
、
諸
収
入
は
例
年
ベ
ー
ス
で

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
交
付
金
は
依
存
財
源
と
し

て
69
・
３
％
を
占
め
、
60
億
５
，

平成 27 年度予算
総 額 165 億 9,108 万円
一 般 会 計 87 億 3,940 万円
特 別 会 計 32 億 9,284 万円
企 業 会 計 45 億 5,884 万円

会　　　計　　　名 予　　　算　　　額 伸び率
一 般 会 計 87 億 3,940 万円 4.7%

特
　
別
　
会
　
計

介 護 療 育 支 援 事 業 6,031 万円 7.0%
国 民 健 康 保 険 事 業 14 億 8,225 万円 15.7%
後期高齢者医療事業 1 億 8,243 万円 3.2%
介 護 保 険 事 業 13 億 5,583 万円 8.1%
土 地 開 発 事 業 6,188 万円 △ 20.9%
老 人 訪 問 看 護 事 業 1 億 1,128 万円 7.7%
産業廃棄物処理事業 974 万円 0.0%
寺 前 地 区 振 興 基 金 2,537 万円 △ 17.8%
長 谷 地 区 振 興 基 金 375 万円 △ 0.2%

企
業
会
計

水 道 事 業 4 億　639 万円 △ 3.0%
下 水 道 事 業 7 億 7,736 万円 △ 1.3%
公立神崎総合病院事業 33 億 7,509 万円 △ 0.7%
合　　　　　　計 165 億 9,108 万円 4.1%

◆平成２７年度神河町一般会計、特別会計及び企業会計の当初予算額◆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（△はマイナス表示） 

※企業会計の予算額は３条支出予定額です。	



かみかわ　No.1145 

自主財源
26億8,323万円（30.7%）

依存財源
60億5,617万円（69.3％）

町税
19億1,681万円 
（21.9%）

使用料・手数料
2億3,609万円　
（2.7%）

分担金・負担金
7,397万円　
（0.9%）

繰入金
2億2,851万円　
（2.6%）

財産収入他
1,486万円　
（0.2%）

諸収入（その他）
1億9,299万円　
（2.2%）

繰越金
2,000万円　
（0.2%）

諸収入(受託事業費)
73万円　
（0.0%）

国庫支出金
6億6,416万円　
（7.6%）

地方譲与税等交付金
2億9,930万円　
（3.4%）

県支出金
6億4,978万円　
（7.4%）

町債
14億3,870万円　
（16.5%）

地方交付税
30億 350万円　
（34.4%）

歳　入
総　額

87億3,940万円

義務的経費
29億6,513万円（33.9%）

任意的経費
57億7,427万円（66.1％）

公債費
10億8,355万円　
（12.4%）

予備費
500万円　
（0.1%） 人件費

12億1,483万円 
（13.9%）

扶助費
6億6,675万円　
（7.6%）

投資的経費(補助)
7億8,248万円　
（8.9%）

投資出資金・貸付金
1億 480万円　
（1.2%）

投資的経費(単独)
4億6,974万円　
（5.4%）

繰出金
5億 891万円　
（5.8%）

積立金
5億6,606万円　
（6.5%）

補助費等
19億 16万円　
（21.7%）

維持補修費
555万円　
（0.1%）

物件費
14億3,157万円　
（16.4%）

性質別歳出
総　額

87億3,940万円

民生費
12億7,356万円　
（14.6%）

諸支出金
0万円　
（0.0%） 議会費

9,888万円
（1.1%）

総務費
15億9,968万円　
（18.3%）

公債費
10億8,357万円　
（12.4%）

消防費
3億1,627万円　
（3.6%）

予備費
500万円　
（0.1%）

教育費
11億6,281万円　
（13.3%）

土木費
8億4,208万円　
（9.6%）

商工費
1億9,288万円　
（2.2%）

農林水産業費
6億1,956万円　
（7.1%）

衛生費
15億4,511万円　
（17.7%）

目的別歳出
総　額

87億3,940万円

特集　かみかわを知る
６
１
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
普
通
交
付
税
は
26
億
７
，

７
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
と

合
わ
せ
た
地
方
交
付
税
総
額
は

30
億
３
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
負

担
金
は
前
年
度
か
ら
22
・
４
％
増

の
13
億
１
，
３
９
４
万
円
、
そ
し

て
町
が
建
設
事
業
や
臨
時
財
政
対

策
な
ど
に
充
て
る
た
め
の
借
入
金

で
あ
る
町
債
は
前
年
度
か
ら
０
・

４
％
増
の
14
億
３
，
８
７
０
万
円
で
、

そ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は

３
億
５
，
３
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
合
併
造
成
基
金
と
し
て

総
額
10
億
７
，９
８
０
万
円
の
「
ま

ち
づ
く
り
基
金
」
の
積
立
を
、
合

併
特
例
債
を
活
用
し
て
26
年
度
と

27
年
度
の
２
年
間
で
行
う
た
め
、

27
年
度
分
と
し
て
５
億
１
，
２
９

０
万
円
の
合
併
特
例
債
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
財
源
不
足

を
賄
う
た
め
財
政
調
整
基
金
を
１

億
６
，
８
０
０
万
円
取
り
崩
し
て

い
ま
す
。

歳　

出 　
　

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し

い
と
さ
れ
る
義
務
的
経
費
（
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）
は

29
億
６
，
５
１
３
万
円
で
、
歳
出

全
体
の
33
・
９
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
人
件
費
は
、
職
員
給
が
６

年
ぶ
り
に
増
加
し
、
ま
た
特
別

職
（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
）

と
議
会
議
員
の
報
酬
改
定
な
ど

に
よ
り
前
年
度
か
ら
０・７
％
増
の

12
億
１
，
４
８
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、職
員
の
定
員
・

給
与
の
適
正
化
を
着
実
に
実
行
し

て
い
き
ま
す
。
扶
助
費
は
障
害
者

福
祉
経
費
（
自
立
支
援
介
護
給
付

費
等
）
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
児
童
手
当
・
私
立
保

育
所
運
営
委
託
費
な
ど
の
児
童
福

祉
経
費
が
減
額
し
て
お
り
、
前

年
度
か
ら
０
・
１
％
減
の
６
億
６
，

６
７
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
借
り

入
れ
た
元
金
と
利
子
を
支
払
う
公

債
費
は
、
前
年
度
か
ら
５
・
６
％

減
の
10
億
８
，
３
５
５
万
円
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
繰
上
償
還
等
の

効
果
に
よ
り
公
債
費
は
着
実
に
減

少
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
適
正

な
町
債
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
で
は
、
物
件

費
と
し
て
行
政
全
般
に
係
る
電
算

シ
ス
テ
ム
関
連
経
費（
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
等
）、
各

施
設
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

や
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
る
諸
経

費
な
ど
を
14
億
３
，
１
５
７
万
円

計
上
し
て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は

公
営
企
業
（
水
道
・
下
水
道
・
病

院
）
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
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金
な
ど
で
前
年
度
か
ら
３
・
６
％

増
の
19
億
16
万
円
と
な
り
、
繰
出

金
は
各
特
別
会
計
の
事
業
運
営
経

費
と
し
て
前
年
度
か
ら
１
・
９
％

増
の
５
億
８
９
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
投
資
的
経
費
は
、
区
要
望

事
業
へ
の
重
点
配
分
と
新
町
建
設

計
画
に
沿
い
合
併
特
例
債
事
業
を

年
次
的
計
画
に
よ
り
計
上
し
た
こ

と
と
、
定
住
促
進
対
策
と
し
て
住

宅
整
備
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕

事
業
等
に
取
り
組
む
た
め
、
前

年
度
か
ら
15
・
２
％
増
の
12
億
５
，

２
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
造
成
基
金
と
し

て
総
額
10
億
７
，
９
８
０
万
円

の
「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の
積
立

を
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
う
た
め
、

５
億
３
，
９
９
０
万
円
の
積
立
金

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
以
降
も
円
滑
に
事
業
を

実
施
し
、「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

本
年
度
の
予
算
の
う
ち
「
区
要

望
事
業
」
に
つ
い
て
、
１
億
５
，

８
２
５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

２　

特
別
会
計

　

各
事
業
と
も
収
支
の
均
衡
と
業

務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
に

お
け
る
「
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
」
第

３
期
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
早
期
の
完
売
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

３　

企
業
会
計

　

各
事
業
と
も
経
営
健
全
化
計
画

を
着
実
に
実
行
し
、
経
営
の
健
全

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況

経
常
収
支
比
率　

Ｈ
27
当
初
見
込
み　

94
・
４
％

Ｈ
26
当
初
見
込
み　

93
・
９
％

　

比
率
の
悪
化
の
主
な
要
因
に
つ

目　的　別 性　質　別
議 会 費 8,190 人 件 費 100,615
総 務 費 132,489 物 件 費 118,566
民 生 費 105,479 維持補修費 460
衛 生 費 127,970 扶 助 費 55,222
農林水産業費 51,314 補助費等 157,376
商 工 費 15,975 公 債 費 89,743
土 木 費 69,743 積 立 金 46,883
消 防 費 26,194 投資・出資・貸付金 8,680
教 育 費 96,308 繰 出 金 42,149
公 債 費 89,744 投資的経費 103,712
そ の 他 414 予 備 費 414

計 723,820 計 723,820

（平成 27 年 1 月 31 日現在の人口 12,074 人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

一般会計における町民１人あたりの予算額は… 

723,820円となっています。（ （

い
て
、
昨
年
度
当
初
と
比
較
し
て

み
る
と
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
は
０
・

９
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
、
物
件
費
は
行
政
用
電
算

関
係
経
費
や
各
施
設
の
維
持
管
理

経
費
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
０
・
９
％
増
加
し
て
お
り
、

ま
た
病
院
事
業
会
計
補
助
金
の
支

出
科
目
を
補
助
金
と
出
資
金
に
分

け
た
た
め
補
助
費
が
０
・
５
％
減

少
し
、
出
資
金
は
１
・
０
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
比
率
は
94
・
４
％
と
な
り

０
・
５
％
の
悪
化
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
税
を
は
じ
め
と
し
た
経
常
収

入
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
今

後
も
減
収
し
て
い
く
と
推
測
さ
れ

る
た
め
、
更
に
歳
出
に
お
け
る
経

常
経
費
の
削
減
を
行
い
、
経
常
収

支
比
率
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
経
常
収
支
比
率
と
は
】

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ

う
に
毎
年
決
ま
っ
て
収
入
で
き
る

お
金
（
経
常
収
入
）
の
う
ち
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の

よ
う
に
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
示
す
指

標
で
、
財
政
の
弾
力
性
を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
低
い

ほ
ど
臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
ほ

ど
町
の
財
政
は
余
裕
が
な
い
と
言

え
ま
す
。
75
％
が
適
正
。

実
質
公
債
費
比
率　

Ｈ
27
当
初
見
込
み　

16
・
０
％

Ｈ
26
当
初
見
込
み　

17
・
１
％

　

普
通
会
計
債
に
お
け
る
銀
行
等

資
金
の
繰
上
償
還
や
企
業
債
の
低

利
へ
の
借
換
を
行
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
元
利
償
還
金
が
着
実

に
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
の
健
全
化
指
標
と
な
る
平
成

25
年
度
決
算
に
お
け
る
比
率
は
、

16
・
９
％
と
な
り
、
平
成
26
年
度

で
の
18
％
未
満
が
達
成
で
き
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
は
、
さ
ら
に
改

善
し
16
・
０
％
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
公
債
費
（
発
行
・
償

還
・
残
高
）
の
管
理
を
適
正
に
行

い
、
よ
り
一
層
の
実
質
公
債
費
比

率
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
実
質
公
債
費
比
率
と
は
】

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準

的
な
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
を

「
標
準
財
政
規
模
」
と
い
い
、
こ

れ
に
対
す
る
公
債
費
（
普
通
会
計

債
、
病
院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
務

組
合
債
の
神
河
町
負
担
分
）
の
割

合
を
『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
い

い
ま
す
。
現
在
借
り
て
い
る
借
金

が
妥
当
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
数

値
。
こ
の
数
値
が
18
％
を
超
え
る

と
町
債
の
発
行
が
協
議
制
か
ら

国
・
県
の
許
可
制
と
な
り
、
25
％

に
な
る
と
町
債
の
発
行
が
制
限
さ

れ
「
財
政
健
全
化
団
体
（
早
期
健

全
化
段
階
）」
と
な
り
ま
す
。

かみかわを知る　特集
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特集　かみかわを知る

～ 一般会計の具体的施策について ～

　「子どもたちが愛情にまもられて育つ
まちづくり」１１億６, ９５７万円

　これからの時代を担う子供たちを社会全体で
支えていくことは、私たちの重大な責務です。
安心して子育てができる環境づくりを進めると
ともに、保護者の生活に合わせた施設の受入体
制を充実させます。
　寺前小学校の大規模改造については、昨年度
に引き続き実施します。
　また、放課後子ども教室や学童保育クラブ、
児童センター、子育て学習センター等によって
子育て世代の支援をしていきます。　
　子どもを産み育てる支援金や、所得制限のな
い中学生までの医療費無料化も継続して実施し
ます。また、母子医療費については、昨年は県
の所得制限に準じていましたが、町単独事業と
して従前に戻し、拡大をはかります。

・子ども・子育て支援制度事業（新規）　１２０万円
・土曜チャレンジ学習事業（新規）　　　  ２６万円
・寺前小学校大規模改造事業　　２億２，２７３万円
・問題を抱える子ども等の自立支援事業　  ４９６万円
・放課後子ども教室事業　　　　　　　  ９１万円
・学童保育クラブ事業　　　　　　　 １，３２１万円
・児童センター管理運営事業　　　　　 ８６８万円
・子育て学習センター事業　　　　　　 ９６９万円
・保育所運営事業　　　　　　　１億７，９９９万円
・児童手当事業　　　　　　　　１億５，６２５万円
・子どもを健やかに生み育てる支援金事業　　３２５万円
・医療助成事業　　　　　　　　　  ９，７０２万円
・地域交流センター管理事業　　　　 ４，３９１万円
・山村留学事業　　　　　　　　　　  ７３４万円
・縁結び事業　　　                          ２１０万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 等です。

　「誰もが生きがいと安心を感じて暮ら
すまちづくり」１８億２, ２５８万円

　防災、防犯、福祉や医療など安全・安心に関
しては、自然環境や社会情勢の変化に的確に対
応し、地域の連携や支えあいを基本として取組
むことにより、誰もが安全・安心を実感できる
地域社会の実現をめざしていきます。　
　健康教育では、保健師等による各種健康教室
や学校給食センター栄養士による学校巡回指導
のほか認知症予防対策事業等を継続します。ま
た、現在ラジオ体操を 8 時前にケーブルテレ
ビと告知端末で放送しており、6 月 14 日には、
神崎小学校で巡回ラジオを開催し、普及に努め
ていきます。

・思春期保健事業（新規）　　　　　     １６万円
・防災行政無線システム整備事業（新規）２，１３０万円
・ＩＰ無線運営事業（新規）　　　　　　１４３万円
・住宅耐震改修促進事業（新規）　　　  ８０万円
・福祉有償運送事業（新規）　　　　　　 ４万円
・人生８０年いきいき住宅助成事業（新規）　４７５万円
・特定不妊治療助成事業（新規）　　　１５４万円
・治山治水補助事業（新規）　　　　　３４４万円
・子育て世帯臨時特例給付金事業　　  ５０６万円
・臨時福祉給付金事業　　　　　　  １，４００万円
・シルバー人材センター補助事業　　　  ３３０万円
・障害者自立支援給付事業　　　２億１，３０５万円
・姫路市消防事務委託事業　　　１億５，３２４万円
・消防施設整備事業　　　　　　　  ７，５３６万円
・神崎総合病院会計繰出金事業　  ３億６，０００万円
・国民健康保険事業特別会計繰出金事業 ６，８１２万円
・介護保険事業特別会計繰出金事業  ２億１，７５３万円
・後期高齢者医療制度事業　　　１億９，２９９万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　  等です。

♥愛・やさしさ

地域交流センターでの山村留学の様子

健康増進のための「健康ポイントカード」の景品
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　「地域風土と調和した生活・文化を育
てるまちづくり」１９億４７０万円

　神河町は、道路やケーブルテレビ・下水道等
のインフラ整備は進んでいますが、その修繕や
改修が必要です。橋梁については、長寿命化計
画を作成しましたので、今年度から計画に沿っ
て実施します。
　簡易水道は、上水道として統合することを目
的とし、2 年かけて機械類の更新をします。ま
た、下水道についても施設の更新をするため、
整備計画を作成します。
　地籍調査事業は、山林部調査を今年度から 4
班体制で行い新田・作畑、越知、川上、大山地
区で現地調査を実施します。

　

・若者世帯住宅取得支援事業（新規）１，０１４万円
・古民家再生促進事業（新規）　　　　３３４万円
・さとの空き家活用支援事業（新規）　　４００万円
・中村公営住宅建設整備事業（新規）　２億８，７１９万円
・橋梁長寿命化修繕事業（新規）　  １億５，９０５万円
・河川台帳整備事業（新規）　　　　　５７０万円
・白林陶芸館管理運営事業（新規）　   １２５万円
・高原マラソン大会事業（新規）　　  1，５５０万円
・ケーブルテレビ管理運営事業　　１億１，８４４万円
・コミュニティバス運営事業　　　　　 ８，７３８万円
・町単独町道改良事業　　　　　　  ３，３２０万円
・道整備交付金事業（神崎市川線）　４，０００万円
・道整備交付金事業（神崎市川線支線）　  ２，４１０万円
・地籍調査事業　　　　　　　　　  ９，５１１万円
・水道事業会計補助金事業　　　　  ７，０６０万円
・下水道事業会計補助金事業　　　　　  ４億円
・若者世帯向け家賃補助事業　　　　  ６８１万円
・ふるさとづくり推進事業
  （歴史文化活用基本構想策定事業）　 ８６０万円

・社会体育施設管理事業　　　　　  ７，９２１万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 等です。

　「美しい自然を守り豊かな産業を創造
するまちづくり」１０億４, ７２３万円

　私たちは、利便性の高い豊かな生活を求め大
切な自然環境を壊し、異常気象やＰＭ２．５の
発生を引き起こしています。
　地球温暖化対策をはじめとする環境保全を担
う森林は、昨今の林業経営の衰退により、水源
涵養等公益的な機能を維持するのが厳しくなっ
ています。
　そのため、人工林の間伐を行う際、個人負担
なしで補助を受けるためには、間伐材の搬出と
森林経営計画を立てることが条件となっていま
す。また、経営計画を立てることができない場
合には、町単独の間伐補助事業を行っています。
　また、ＲＤＦは、環境にやさしいゴミ処理で
すが、コストが高いという難点があります。コ
ンポストによって生ゴミをどれだけ減らすこと
ができるか、今年度も継続してモニター検証を
行っていきます。

・省エネ法改正・地球温暖化対策事業（新規）　３７４万円
・再生可能エネルギー導入促進事業（新規）　 ５７万円
・環境保全型農業直接支払推進事業（新規）   ３０万円
・ナラ枯れ防除事業（新規） 　　　　　４９２万円
・森林管理 100％推進事業　　　　　２，７１１万円
・町単独間伐補助事業　　　　　　　 ７５４万円
・多目的機能支払交付金事業　　　　４，９０７万円
・人・農地問題解決推進事業　　１億１，０１４万円
・米安全確保対策推進事業　　　　　 ２５７万円
・シカ捕獲実施隊編成支援等事業　   １，１４１万円
・廃棄物減量化普及啓発事業　　　　 ２３７万円
・中播北部クリーンセンター運営事業　３億６，６５８万円
・神崎郡北部火葬場運営事業　　　  １，７６９万円
・中播衛生負担金事業　　　　　　  ７，１０８万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 等です。

♥命・いきいき

かみかわを知る　特集

空き家を改修したお店が続々オープン（↑粟賀町のBECAUSE）

神河町の面積の８割を占める豊かな山林
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特集　かみかわを知る

　「地の利を生かした交流を促進するま
ちづくり」１億５, ９３１万円

　商工・観光の振興では、地域のニーズに応じ
た環境整備やにぎわいづくりのため、「越知川
名水街道」、「銀の馬車道」、「大河内高原」三つ
のゾーンに多くの観光施設があります。
　しかし、施設の修繕費用が増え更新の時期も
近づいてきましたので、昨年度から調査してい
る観光施設保全活用整備計画と公共施設等総合
管理計画によって、適正な配置でより経済効果
がうまれるように見直しをします。

・峰山高原環境調査事業（新規）　　１，３２０万円
・国際交流支援事業（新規）　　　　　  ２０万円
・地域おこし協力隊事業（新規）　　  １，０１８万円
・観光振興経常事務事業　　　　　  ２，０７６万円
・観光施設管理事業　　　　　　　  ４，８５１万円
・地域活性化推進事業　　　　　　  １，１５３万円
・かみかわブランド推進事業　　　　　  １４０万円
・大河内高原整備事業　　　　　　  ２，０９０万円
・夏まつり委託事業　　　　　　　　　 ４５０万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等です。

　「住民・地域のやる気が活きるパートナー
シップのまちづくり」２６億３, ６０１万円

　地域の個性や町民の活力が生かされる地域社
会を実現するために、まちづくりの主役である
町民がそれぞれの地域社会の担い手として、ま
ちづくりに取り組める環境づくりを進めるとと
もに、生まれ育った地域に誇りと愛着が持てる
郷土づくりを進めていきます。
　また、住民サービスに地域差が出ないように、
地域の方々の要望・意見に耳を傾けていきます。

・廃校施設解体撤去事業（新規）  １億２，８００万円
・原動機付き自転車オリジナルナンバー事業（新規）　３７万円
・長谷交流施設整備事業（新規）　   ２，４３９万円
・公共施設等総合管理計画策定事業（新規）  ５００万円
・神崎高校地域連携活動支援金（新規）　  ５０万円
・国勢調査事業　　　　　 　　　      ４３８万円
・ハートがふれあう地域づくり活動支援事業　 １９５万円
・区長会行政事務事業　　　　　　  １，４０２万円
　　               （内環境美化支援金　４００万円）

・まちづくり基金積立事業　　　　 ５億３，９９０万円
・人権啓発活動事業　　　　　　　　 ２９７万円
・人権学習支援事業　　　　　　　　  １５０万円
・公債費元金償還事業　　　　　９億８，３５７万円
・公債費利子償還事業　　　　　１億２，４９６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等です。

♥心・ふれあい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　等です。

昨年乗車１万人を突破した「越知川名水街道自転車下り」 「人権尊重のまち」として・地区別人権教室を開催
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今年度の役員のみなさんをご紹介します
団　長　山下　直樹
副団長　米田　直也、木下　隆生、玉田　智明、中野　卓弥、入江　聡、藤原　 也、本田　克巳

  新入団員・幹部訓練を実施しました
　４月 19 日（日）神河町町民グラウンドで、新入団員・幹部訓練を
実施しました。
　当日、新入団員 28 名、幹部 134 名が早朝から出動。中播消防署の
教官 11 名から、礼式・規律、器具取扱、講義などで指導を受けました。
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分団名 分団長 副分団長
作畑新田 林　　秀作 足立　隆史
大　畑 稲川　寿史 安達　章吾
越　知 横田　大輔 一宮　雄大
岩　屋 小林　哲也 横田　和也
根宇野 足立　顕範 中嶋　英伸
山　田 岸田　祐一 木村　友昭
中　村 左納　尉雅 上田　英和
粟賀町 佐谷　光生 堀口　真吾
福　本 河西　雅之 伏原　祐樹
貝　野 多田　真也 安田　明彦
寺　野 岡本　　亮 岡本　一平
柏　尾 井上　真一 西垣飛雄馬
加　納 難波　隆彦 藤後　拓也
東柏尾 松本　寛之 髙橋　孝記
吉　冨 見藤　淳一 桐月　友宏

杉 藤原　章弘 藤原　正博

分団名 分団長 副分団長
大　山 井上　昇三 澤田　崇弘
猪　篠 金川　賢二 森本　幸宏
新　野 岩澤　修一 安保　　剛
野　村 岩元　国芳 古川　知宏
比　延 高橋　幸三 児島　利英
寺　前 藤原　　傑 髙附　宗平
鍛　治 小田　勝也 立岩　祥吾
上　岩 尾野　守彦 山内　雄樹
高朝田 五島　孝一 藤原　修造
宮　野 立岩　和憲 加門　康宏
南小田 稲垣　敦志 立石耕一郎
上小田 倉橋　大輔 岸口　　徹
大河 植野　隆之 藤原　陽輔
川上 藤原　哲彦 草壁　清二
長谷 大森　和成 大中　公一
栗渕 坂元　隆司 前嶋　宏哉
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情
報播磨圏域連携中枢都市圏ビジョンと地方創生

　４月５日に播磨圏域連携中枢都市圏構想に基づ
く連携協約合同調印式が井戸知事立会いのもと行
われました。　　　　　　　　　　　　　　
　23 の取組項目に基づく具体的な連携ビジョンを、
スピード感を持って速やかに開始し、圏域の活性化
を進めることが確認されました。

　「連携中枢都市圏ビジョン」とは、人口減少社会
の危機に直面する中で、播磨圏域の８市８町が対
等の立場で協力して
　①播磨圏域の経済の活性化　
　②圏域の魅力の向上　
　③住民に安心・快適な圏域づくり
に取り組み、播磨圏域の「地方創生」を進める構想です。

（赤穂市は、連携について協議中であり、現時点では７市８町の連携協定となっています）

　神河町では、地域経済の成長のため創業支援、企業誘致、地場産品の販路拡大を進めることや観光
振興、医療・福祉、教育・文化・スポーツ、地域振興、災害対策、播但線の利用促進、町職員の人材
育成など２１の項目で連携した取組を予定しています。

　人口減少社会でも光り輝く播磨圏域を目指して、「連携中枢都市圏ビジョン」を推
進します。
　併せて、神河町でも、本年度設置した地域創生係を中心に、地域創生総合戦略を
策定し、特色ある人口対策・経済対策に早急に取り組んで行きます。

約20％減

播磨圏域（8市8町）も人口が急減（将来推計）
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神河町コミュニティバス

【夜間運行の目的】
　町内各駅への移動手段の一つ「コミュニティバス」の現状として、通勤・通学時間
帯である夜間運行（19時～21時）を実施していないため、各駅まで家族の送迎によ
る通勤・通学者が多く、コミュニティバスの夜間運行を望む意見が多くあります。
　そこで、通勤・通学者の利用ニーズを把握するために、社会実験としてコミュニテ
ィバスの夜間運行を実施することとなりました。
【運行経路】
　作畑新田線（新野駅－作畑新田）
　☆町内全域で社会実験を行うことが望まれるところですが、予算の関係上、この
　　度は｢作畑新田線」において社会実験を行うこととさせていただきます。
　☆「新野駅バス停」から「粟賀バス停」までの各バス停は乗降車が可能、「神崎公民
　　館バス停」から「作畑新田バス停」までの各バス停は降車専用とし、「粟賀バス
　　停」において乗客がない場合は、「神崎公民館バス停」から「作畑新田バス停」
　　間の運行は行いません。
【運行期間】
　平成27年5月1日～6月30日まで（土日祝日は除く）｠
【運行時刻及び便数】　
　新野駅　19:17発、20:33発の2便
　☆「作畑新田バス停」からの復路は回送運行とします。　｠
【運賃】
　200円
【社会実験結果に対する対応】
　　社会実験の結果、夜間運行のニーズが高く、
　利用が見込まれると判断できる場合は、１日も
　早い定期運行に向けた手続きを行います。

運行経路（作畑新田線）

社会実験便、乗り降り可能エリア
社会実験便、降車専用エリア

　作畑新田線において、社会実験期間中は姫路駅発
19時49分のJRに乗ってもコミュニティバスを利用
することが可能となります。

問合せ
　地域振興課　地域振興係
　☎ 34－0185

社会実験中のコミュニティバスとJRの乗継

間運行の目的】

夜間運行(社会実験 )をご利用ください！
作畑新田

新田口

上垣内

作畑

吹上

下村

大原口

宮前

大畑

矢床

越知

越知小学校

東別

西別

岩屋

中岩屋

宮ノ下

境目

根宇野

グリーンエコー笠形前

吉祥寺

山田

神崎公民館粟
賀

粟
賀
小
学
校

神
崎
総
合
病
院
前

神
崎
総
合
病
院

支
庁
舎

東
柏
尾
市
場

桜
華
園

さ
く
ら
館
前

ふ
れ
あ
い
広
場

し
ん
こ
う
タ
ウ
ン

野
村

新
野
駅

下山田

J      R コミバス（新野駅発）
姫路発 新野着
16：51 17：35
17：22 18：08
17：57 18：40
18：28 19：12
19：03 19：44
19：37 20：17
19：49 20：28

定期便

18：15

社会実験便

19：17

20：33
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職 員 の 人 事 異 動

新規採用

新規採用

異動・昇任　

異動・昇任（院内異動は省略） 

退　職

退　職

　平成 27年3月31日付の退職と４月１日付の人事異動についてお知らせします。  
　人口減少対策と地方創生の計画策定を行う係を総務課内に設置しました。  

役　場

病　院

氏　名 異　　動　　後 異　　動　　前

佐古　正雄 地域局参事兼
健康福祉課参事

健康福祉課長兼
地域局長

村岡　　悟 情報センター参事 情報センター所長
橋本三千也 上下水道課参事 上下水道課長

谷口　勝則 会計管理者兼町参事兼
会計課長

会計管理者兼
会計課長

野村　浩平 地域振興課参事 地域振興課長

足立　和裕 住民生活課参事 住民生活課参事兼
防災特命参事

坂本　康弘 地籍課参事 地籍課長
石堂　浩一 地域振興課長 建設課長

藤原　秀洋 情報センター所長 地域局副局長兼
健康福祉課副課長

田中　晋平 住民生活課参事兼
防災特命参事 住民生活課副課長

児島　則行 地籍課長 地籍課副課長

山下　和久 地域振興課参事兼
観光振興特命参事 地域振興課副課長

中島　康之 上下水道課長 上下水道課副課長

児島　修二 総務課参事兼
財政特命参事 総務課副課長

真弓　俊英 建設課長 建設課副課長

児島　浩一 教育課参事
（地域交流センター）

教育課副課長
（地域交流センター）

坂田　英之 教育課参事兼地域交流センター
所長兼給食センター所長

教育課副課長兼地域交流センター
所長兼給食センター所長

和田　正治 税務課長 税務課副課長

大中　昌幸 健康福祉課長兼地域局長 健康福祉課副課長兼
地域局副局長

 山本　哲也 会計課副課長 会計課課長補佐

氏　名 異　　動　　後 異　　動　　前

藤原登志幸 総務課副課長兼地域創生
特命参事 総務課課長補佐

高木　　浩 建設課副課長 地域振興課課長補佐
日和　哲朗 総務課副課長 総務課課長補佐
多田　　守 地域振興課副課長 地域振興課課長補佐

桐月　俊彦 健康福祉課副課長兼
地域局副局長

健康福祉課課長補佐兼
地域局課長補佐

藤原　美樹 教育課副課長 税務課課長補佐
小林　英和 税務課副課長 税務課課長補佐
足立　育生 総務課課長補佐（休職） 上下水道課課長補佐
真弓　憲吾 総務課課長補佐 地域振興課課長補佐
岡部　成幸 総務課課長補佐 情報センター課長補佐
長井　千晴 住民生活課課長補佐 住民生活課係長
谷綛　和人 地域振興課課長補佐 教育課係長
黒田　勝樹 地籍課課長補佐 地籍課係長
髙橋　宏安 教育課課長補佐 教育課係長
前川ゆかり 地域局係長 健康福祉課係長
立岩　秀代 寺前幼稚園主任教諭 神崎幼稚園主任教諭
藤原絵里子 地域局係長 病院総務課係長
廣納　智彦 総務課係長 教育課係長
羽岡　直子 情報センター係長 情報センター主査

多田　　優 兵庫県姫路土木事務所
福崎事業所へ派遣 建設課係長

藤原　美江 地域局係長 地域局主査
田中　利美 神崎幼稚園教諭 寺前幼稚園教諭
槇　　良裕 議会事務局係長 議会事務局主査
井出　宏子 教育課主査（中央公民館） 会計課主査
松本　　大 総務課主査 病院総務課主査
黒田　一史 税務課主査 総務課主査
本田　圭司 税務課主査 兵庫県企画県民部へ派遣
藤原　弘子 健康福祉課主査 地域局主査

氏　　　名 課　　　名
赤畑　良平 健康福祉課
佐想　貴政 教育課
田中　　聡 建設課
林田　智永 上下水道課
黒田　潤一 建設課
小寺　惇也 会計課

氏　　　名 職　　　名

太田　俊幸 総務課参事兼財政特命参事

玉田　　享 税務課長

藤原　靖彦 地籍課係長（再任用任期満了、嘱託職員として継続）

氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前
西賀　節子 看護師長 主任看護師
山根　充代 主任看護師 看護師
鶴田真奈美 主任看護師 看護師
柳田　佳子 主任看護師 看護師
藤井　有子 主任看護師 看護師

浅田　譲二 事務次長兼医事課長 事務次長兼医事課長兼
保健医療福祉連携特命参事

氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前
藤原　広行 総務課副課長 総務課課長補佐
谷　　義幸 地域連携室課長補佐 地域連携室係長
白石　知樹 医事課課長補佐 医事課係長
髙橋　吉治 総務課係長 税務課係長
出口　涼子 総務課主査 地域局主査

氏　　　名 職　　　名

宮﨑　邦彦 整形外科医員

板高由莉江 管理栄養士

氏　　　名 職　　　名
藤原　周一 整形外科医員
神谷三枝子 看護師長 （嘱託職員として継続）
前田ひとみ 准看護師
玉田　礼子 准看護師 （嘱託職員として継続）
寺村　美香 看護師 （嘱託職員として継続）
児島　美保 看護師
小堀　博史 理学療法士
宇高　由佳 理学療法士 （嘱託職員として継続）
岡本　智枝 調理師 （嘱託職員として継続）
吉岡智恵子 看護助手 （再任用任期満了）

行
政
情
報
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赤畑　良平（健康福祉課） 佐想　貴政（教育課）

田中　　聡（建設課）

● 新任職員の紹介●

林田　智永（上下水道課）

黒田　潤一（建設課） 小寺　惇也（会計課）

　私は、昨年度の約１年間、
臨時職員として中央公民館
で勤務していました。そこ
で職員や町民の皆さまから
色々な事を教わりました。
４月からはこの経験を目一
杯活かして、それでも気持
ちはまっさらに励んでいき
ます。

　私は、就職を機に神河町
を離れましたが、故郷の発
展に貢献したいという思い
から神河町職員を志望しま
した。①愛郷心②明るい性
格③民間企業での経験によ
り、さまざまな公務にチャ
レンジしていきます。

　私は、大学進学、建設会
社勤務を経て、このたび十
年ぶりに神河町に帰って来
ました。建設会社で培った
経験を活かして、住民の皆
さまがより快適に安心して
住める町づくりに貢献出来
るよう努めます。

　私は、生まれ育った神河
町の為、今ある問題にしっ
かりと目を向け、今以上に
住みやすく、活気ある町づ
くりに取組みたいと思って
います。親しみやすい役場
職員となれるよう明るさを
持って精一杯頑張ります。

　私は、神河町の自然の中
で育ち、この町のまちづく
りをしたいと思うようにな
りました。現場に少しでも
多く足を運び、皆さまの意
見を取り入れた住みやすい
環境づくりを行っていける
ように尽力していきます。

　私は、役場にお越しいた
だいた住民の皆さまに、「明
るい接客」を行うことを徹
底したいと考えています。
皆さまに少しでも満足して
いただくために、常日頃か
ら「明るい接客」を心がけ
仕事に取り組みます。

『公立神崎総合病院　
 非常勤医師交代』の
　                お知らせ

　大阪医科大学附属病
院から非常勤医師とし
て勤務していただいて
いました内科の野木信
平医師の後任として、
４月から田

た な か

中 克
すぐる

医師
に勤務していただいて
おります。

※診療体制は、今月号の広報と合わせて
配布しています、 「公立神崎総合病院の
診療体制」表をご覧ください。
※詳しくは、病院へお尋ねください。　
　　　　　　　　　　　　 ☎ 32ー 1331

行政相談委員が交代されました
◆行政相談委員は、国からの委嘱を受け、行政に対する苦
　情、意見、要望等を受付け、助言や関係行政機関に対す
　る通知などの活動を行っていただいています。また、毎
　月第２金曜日に神河町における行政・人権・心配ごと相
　談員としてご尽力を頂いております。
◆本年 3 月 31 日をもって任期満了により、前田政一様が 
　退任されることになりました。平成 11 年 7月より、15 年 9ヶ
　月の長きにわたり行政相談委員としてご活躍いただきまし
　た。ご協力とご指導を賜りましたことに心から感謝を申
　し上げます。
◆ 4 月からは後任として、難波千咲子様
　（福本在住）が委嘱され
　ました。
　　また、髙内三千男様
　には、2 期目も引き続
　お世話になります。

髙内氏 難波氏

前田氏
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　兵庫県では、ストックの有効活用や、地域の活性
化につなげるために、一戸建て住宅を対象に、空き
家への居住や事業所としての活用に向けた改修工事
費等の一部を助成しています。平成 27 年度からは、
神河町でも同額を上乗せして助成することになりま
した。

◆対象物件◆
　空き家の期間が概ね 6 カ月以上である一戸建て住
　宅
●対象者
　①住宅型・・・空き家を改修し、住居又は賃貸住
　　宅として活用しようとする者
　②事業所型・・・空き家を改修し、事業所又は貸
　　し事務所として活用しようとする者（賃貸等の
　　場合は、事業者が決定していること）
　※いずれも 10 年以上活用することが条件となり
　　ます。
●事業者
　神河町内に住民票または事業所を有する事業者に
　よる改修工事であること。

◆募集要件◆
　①募集期間
　　住 宅 型・・・5 月 11 日（月）～ 5 月 29 日（金）
　　事業所型・・・5 月 11 日（月）～ 7 月 31 日（金）
　※期間内に予定数に達しない場合、期間終了後、
　　引続き先着順にて募集します。
　②申請様式
　　・補助金交付申請書（様式第１号）
　　・実施計画書、活用計画書、事業費内訳表、見
　　　積書の写し、建物図面等、現況写真、賃貸契
　　　約書の写し（賃貸借の場合）、誓約書、債権
　　　者登録書
　※様式は町ホームページからダウンロードできま
　　す。

　③応募方法
　　申請書類を作成し、受付期間内に地域振興課ま
　　で提出してください。

◆決定方法◆
　①審査
　　・募集期間中に対象要件を満たした応募が募集
　　　数を上回った場合、兵庫県により審査のうえ
　　　決定されます。
　　・必要に応じて、ヒアリングが実施されること
　　　があります。
　　・結果は町を通じて応募者に通知されます。
　※審査は、活用方法や地域活性化への貢献等を視
　　点として行われます。
　②交付決定
　　・県で採択された場合、それに伴い町も交付決
　　　定の手続きを行います。交付決定に当たって
　　　は、条件が付される場合があります。

◆注意事項◆
　・交付決定通知があるまでに着工した工事は対象
　　になりません。
　・事業完了後 30 日以内又は平成 28 年 3 月 10 日
　　までのいずれか早い日に、実績報告書を提出し
　　ていただきます。期限までに報告書の提出がな
　　い場合、補助金交付決定が取り消されることが
　　あります。
　・実績報告書の審査及び現地検査の結果、適合す
　　ると認められたときは、補助金額を確定し、申
　　請者からの請求書に基づき補助金を指定口座へ
　　振込みます。

問合せ・応募先
　地域振興課　地域振興係
   ☎ 34ー 0185　FAX 34ー 0691
   Mail：tiiki_shinko@town.kamikawa.hyogo.jp

住宅型 事業所型

対象経費
・空き家の機能回復及び設備改善に係る工事
　費用（トイレの水洗化、雨漏り補修等）
・移転費（引越し代）

・空き家の機能回復及び設備改善に係る工事
　費用（トイレの水洗化、雨漏り補修、造作
　家具設置等）
・移転費（引越し代）

補助率
補助額

改修費：定額（但し対象経費の２/ ３を上限）

移転費：10 万円（但し実費を上限）
採択予定数 ２４件（県内） ５件（県内）
募集方法 申請書類を作成し、受付期間内に地域振興課まで提出

選定方法 応募多数の場合、兵庫県による書類審査等の上、町を通じて応募者へ通知します。

空 き 家 を 活 用 し ま せ ん か ？
「さとの空き家活用支援事業」で改修工事費の一部を助成します

対象経費区分 補助額
300 万円以上 200 万円
200 万円以上 300 万円未満 150 万円
100 万千円以上 200 万円未満 100 万円
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投票区 区名 当　　日 
有権者数

投票者数 投票率
期日前 当　日 計

1 新田・作畑 171 人 53 人 92 人 145 人 84.80％
2 大畑・越知 520 人 196 人 224 人 420 人 80.77％
3 岩屋・根宇野 521 人 220 人 194 人 414 人 79.46％

4 山田・中村・粟賀町・福本
加納・東柏尾・吉冨 3,263 人 1,211 人 1,149 人 2,360 人 72.33％

5 杉・大山 473 人 141 人 216 人 357 人 75.48％
6 猪篠 354 人 94 人 172 人 266 人 75.14％

7
貝野・しんこうタウン・寺野
柏尾・新野・野村・比延・寺前
鍛治・大河・上岩・高朝田

3,196 人 1,098 人 1,129 人 2,227 人 69.68％

8 宮野・南小田 468 人 199 人 190 人 389 人 83.12％
9 上小田 184 人 47 人 101 人 148 人 80.43％
10 川上 177 人 30 人 119 人 149 人 84.18％

11 大川原・本村・赤田・重行
為信・峠・栗・渕 580 人 197 人 248 人 445 人 76.72％

計 9,907 人 3,486 人 3,834 人 7,320 人 73.89％

　４月 12 日（日）、兵庫県議会議員選挙が執行されました。　
　役場本庁舎・神崎支庁舎では４月４日から 11 日までの８日間、センター長谷では４月８日から 11 日まで
の４日間に渡り、期日前投票を受け付けました。　
　期日前投票と投票日当日を合わせた町全体の投票率は 73.89％で、兵庫県下で第 1 位の高い投票率となり、
町民の皆さんの政治に対する関心の高さを示す結果となりました。　
　神河町における投票区別投票率、及び候補者別の得票数は次のとおりです。
各投票所別投票状況	

兵庫県議会議員選挙の候補者別得票数   　　　　　　　　　　　　　　　　　					有効投票 7,231 票
候補者の氏名 届出政党の名称 得票数

上野　ひでかず 無所属 4,066 票
前川　ひろかず 自由民主党 3,165 票
	 	 	 																								　無効投票 89 票

大山財産区議会議員選挙について	
　大山財産区議会議員選挙日程を次のとおり
決定しましたので、お知らせします。 
     告 示 日：平成 27 年 5 月 12 日（火） 
     投開票日：平成 27 年 5 月 17 日（日） 
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づ
い
た
団
体
か
ら

の
推
薦
委
員
３
名
に
よ
り
新
し

い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

新
し
い
会
長
に
は
廣
納
正
氏

（
寺
野
）、
職
務
代
理
者
（
副
会

長
）
に
は
岸
本
髙
明
氏
（
上
小

田
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

　

農
地
の
転
用
、
売
買
、
貸
し

借
り
等
を
行
う
場
合
は
、
農
業

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
３
４
ー
０
９
６
０

区名 氏名（区分） 担当集落

新　田 足立　廣行（新）新田・作畑

大　畑 林　　善一（新）大畑・越知

岩　屋 小林　　一（新）岩屋

根宇野 中島　義則（再）根宇野

山　田 藤原　愼一（新）山田・中村

粟賀町 小川　雅幸（新）粟賀町・福本

寺　野 廣納　　正（再）寺野

柏　尾 太田　和仁（再）柏尾・東柏尾

加　納 藤後　芳隆（再） 貝野・しんこう
タウン・加納

吉　冨 松岡　　榮（再）吉冨

大　山 澤田　憲幸（新）杉・大山

猪　篠 森本　俊幸（新）猪篠

区名 氏名（区分） 担当集落

野　村 鵜野八千穗（新）新野・野村

大　河 山田　　均（新）鍛治・大河

上　岩 三枝　敏彦（新） 比延・寺前・上岩

宮　野 上野　友昭（新）高朝田・宮野

南小田 日和　信弘（新）南小田

上小田 岸本　髙明（再）上小田

川　上 草壁　喜好（新）川上・大川原

赤　田 大仲　邦夫（新）本村・赤田
栗

重　行 堀川　澄夫（新） 重行・為信・峠
渕

兵 庫 県 議 会 議 員 選 挙 結 果
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平成27年度は固定資産（土地 ・ 家屋） の
評価替えの基準年度です

　土地と家屋に対する固定資産税の基本となる評価
額は、3 年毎に見直す制度となっています。（原則
として 3 年間は据え置くこととなっています）
　これを「評価替え」といい、平成 27 年度はその
基準年度です。基準年度である平成 27 年度の賦課
期日（平成 27 年 1 月 1 日）現在において、課税客
体となる土地及び家屋について評価額の算定替え

（評価替え）が行われます。平成 28 年度（第 2 年度）
及び平成 29 年度（第 3 年度）は、原則として新た
な評価を行わず据え置きとなります。
　なお、土地の価格については、平成 28 年度・平
成 29 年度において町内の土地が全般的に下落した
時は、価格を修正します。

問合せ　
税務課　☎ 34ー 0961

　毎年 5 月は「消費者月間」です。「消費者保護基本法（消費者基本法の前身）」が昭和 43 年 5 月に施行さ
れたことから、その施行 20 周年を機会に昭和 63 年から定められました。
　近年、高齢者の消費者被害の相談件数が、高齢者の人口の伸び以上に増加しています。
　また、これまで被害にあった高齢者が再び狙われて被害にあう「二次被害」も、増加傾向にあります。
　このような現状を踏まえ、被害にあう危険性の高い高齢者や障害者等の方を、消費生活センターを中心と
した地域の関係者が幅広く連携し、地域で見守る体制の拡充を推進していきます。
　

医療費などの還付金詐欺にご注意！

　 社会保険事務所を名乗って電話があり、「医
　　療費を還付する案内のハガキを送っているが、
届いていないか？」と言われた。
　「届いていない」と答えると、「こちらで受け付
けている。近くのコンビニに行って、ATM の前
から指定の電話番号に連絡するように」と指示さ
れた。
　コンビニから連絡し、指示されるままに ATM
を操作したが、出てきた明細を見ると約 100 万円
を振り込んだことになっていた。
　　　　　　　　　　　　　　　（60 歳代、男性）

　〈ひとこと助言〉
　　☆この手口は、電話で役場や税務署、社会保
険事務所などの職員を名乗り、医療費や税金の還
付金があると言って、スーパーやコンビニなどの
ATM に誘導しますが、還付金が ATM で支払わ
れることは絶対にありません。

☆「お金が返ってくるので、携帯電話を持って A
　TM に行くように」と言われたら、還付金詐欺
　です。

☆このような電話があったら相手の説明を疑い、
　すぐに福崎警察署（☎局番なし 110）や住民生
活課（☎ 34ー 0962）、神崎郡消費生活中核センター

（☎ 22ー 4977）にご相談ください。

Q
A

一時預かり保育を実施しています！

　町内の保育所において一時預かり保育を実施して
います。
　保護者の傷病、入院、冠婚葬祭等やむを得ない理
由が生じたときや、育児等に伴う心理的肉体的負担
を解消したいときにご利用ください。

〈対象児童〉  
   ０歳から就学前の乳幼児

〈実施日及び実施時間〉
   保育所の休業日を除いた日及び保育時間内

〈実施保育所〉　
   神崎保育園　☎ 32 － 0284
　寺前保育所　☎ 34 － 1538

〈申込み〉  
  事前に希望保育所へ申し込み、詳細を確認して    
　下さい。

〈利用料〉
　（年齢は当該年度の４月１日現在です。）

区　　　分 ３歳未満児 ３歳以上児

４時間以内 ２，０００円／日 １，８００円／日

４時間をこえる ２，５００円／日 ２，３００円／日

■消費生活相談Q＆A
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　『法定外公共物』とは、道路や河川などの公共物
のうち、道路法や河川法等の適用を受けないものを
言います。一般的には、里道（赤線）・水路（青線）
と呼ばれており、法務局に備え付けの公図などで、

「道」「水」と表示されたり、赤色や青色で表示され
ているものです。

　里道や水路などの法定外公共物の中には、法務局
の公図等に表示されていても、現況が宅地や田畑の
一部になってしまっているものがあります。
　　　                   

　このような場合は、機能が失われた部分の用途を
廃止する申請を行ったうえで、その部分の買取り手
続きをしていただく必要があります。ただし、公的
機能が失われた場合に限ります。
　法定外公共物は以前、国の財産でしたが、市町に
譲与されましたので、申請手続きがしやすくなって
います。希望される方は地籍課にご相談ください。
　なお、手続きに伴う測量や土地の登記などに要す
る費用は申請者の負担となります。

　　　　　　　　　  問合せ　地籍課　☎ 34－0965

山林部の地籍調査について「かみかわブランド」
商品開発の企画募集

法
ほ う て い が い こ う き ょ う ぶ つ

定外公共物の用途の廃止と買取り手続きについて

　山林部の地籍調査は、平成 19 年度に大畑地区に
着手、現在８調査地区の現地調査が終了し、全町完
了には、55 調査地区が残っています。地籍調査では、
１年目に所有者立会いのもと、境界杭を設置し、測
量をします。２年目には、測量及び現地調査の成果
から地籍図と地籍簿を作成し、所有者に確認（閲覧）
していただきます。そして国の承認、県の認証を経
て登記所で地籍簿を基に登記内容が改められ、地籍
図が備え付けられます。
　地籍調査には１調査地区当たり現地調査から登記
完了までおおむね３年を要しますが、山林部では、
境界の物証や人証が失われつつあることから、調査
の早期実施が望まれています。
　そこで神河町では、平成 27 年度から１年に４調
査地区を実施し、平成 40 年度の現地調査完了を目
指すこととしました。実施予定は、広報と同時に配
布しています資料『神河町山林部地籍調査 計画実
施及び予定面積』、『山林部区画割』をご確認くださ
い。地籍調査の実施にあたっては、該当する関係者
に個別にお知らせしますので、ご協力をお願いしま
す。
　　　　　　　　　  問合せ　地籍課　☎ 34－0965

　昨年に引続き「かみかわブランド開発支援事業」
を実施し、対象となる商品企画を募集します。
１．対象事業
　　神河町内の資源（食材等）を利用した産品や神
　河町をイメージした商品の開発又は既存商品の改
　良にかかる事業であって、平成 28 年 3 月末日ま
　でに商品化できるもの。
　※商品の種別は問いません。（当事業では、酒類・
　　菓子・飲食メニュー・食品・グッズ・工芸品な
　　ど多彩な商品を想定しています）
２．応募資格
　　神河町内に住所又は事業所を有する個人・法人・
　団体。
３．募集期間
   平成 27 年 5 月11 日（月）～ 6 月30 日（火）
４．支援の内容
　・補助額
　　 1 事業者 1 商品につき 10 万円（定額）以内（予
　　算の範囲内。応募者多数の場合は限度額が減少 
　　する場合があります。。
問合せ　
地域振興課　地域振興係　☎ 34ー 0185　
　　　　　　　　　　　　FAX 34ー 0691
　Mail：tiiki_shinko@town.kamikawa.hyogo.jp

（現　況）

（公図等）
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Ｑ
＆
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度
関
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Ｑ
１　

な
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介
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が
必
要
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す
か
？

Ａ
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速
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進
む
高
齢
化
で
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・
寝
た
き
り
・
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知
症
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が
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え
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て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
介
護
を
す
る
方
の
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少
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介
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、
介
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介
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。
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介

　
　

護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま

　
　

た
介
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５
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０
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　平成 27 年４月からは、第６期（平成 27 年度～ 29 年度）介護保険事業計画のもと、新たに介護
保険料の改定が行われます。
　そこで、平成 27 年度の介護保険法改正に際し、今月から３回に分けて制度の内容をお知らせし
ます。１回目は、制度の内容について多く寄せられるご質問に、Ｑ＆Ａでお答えします。

　平成 27 年４月からは、第６期（平成 27 年度～ 29 年度）介護保険事業計画のもと、新たに介護　平成 27 年４月からは、第６期（平成 27 年度～ 29 年度）介護保険事業計画のもと、新たに介護　平成 27 年４月からは、第６期（平成 27 年度～ 29 年度）介護保険事業計画のもと、新たに介護　平成 27 年４月からは、第６期（平成 27 年度～ 29 年度）介護保険事業計画のもと、新たに介護

そこが知りたい 介 護 保 険
１回目
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福
祉

　
　
　

ま
た
、
認
定
申
請
の
資
料

　
　

と
し
て
「
か
か
り
つ
け
医
」

　
　

の
意
見
書
が
必
要
と
な
り
ま

　
　

す
。「
か
か
り
つ
け
医
」
の

　
　

医
療
機
関
・
医
師
名
が
わ
か

　
　

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
「
か
か
り
つ
け
医
」
が

　
　

い
な
い
場
合
は
、
健
康
福
祉

　
　

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２　

認
定
申
請
し
て
か
ら
認
定

　
　

結
果
が
で
る
ま
で
ど
の
く
ら

　
　

い
か
か
り
ま
す
か
？
ま
た
、

　
　

そ
の
後
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

　
　

ま
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

　
　

で
す
か
？

Ａ
２　

訪
問
調
査
や
認
定
審
査
会

　
　

で
の
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　

約
１
个
月
か
か
り
ま
す
。
入

　
　

院
中
の
方
で
、
退
院
後
自
宅

　
　

な
ど
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

　
　

け
た
い
方
は
、
退
院
の
目
途

　
　

が
た
っ
た
時
期
に
申
請
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　
　
　

認
定
後
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

　
　

る
ま
で
に
は
、
ま
ず
ケ
ア
マ

　
　

ネ
ジ
ャ
ー
と
契
約
を
し
ま
す
。

　
　

そ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ご

　
　

本
人
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
計

　
　

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成

　
　

し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
サ

　
　

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
　

き
ま
す
。

Ｑ
３　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に

　
　

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

　
　

の
で
す
か
？

Ａ
３　

大
き
く
は
①
居
宅
サ
ー
ビ

　
　

ス
②
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
　

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
３
つ
の

　
　

サ
ー
ビ
ス
体
系
が
あ
り
ま
す
。

　
　

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ヘ

　
　

ル
パ
ー
派
遣
・
デ
イ
サ
ー
ビ

　
　

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

　
　

在
宅
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ

　
　

ス

　
　

②
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と

　
　

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小

　
　

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な

　
　

ど
町
内
の
方
を
対
象
と
し
た

　
　

サ
ー
ビ
ス

　
　

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
特

　
　

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護

　
　

老
人
保
健
施
設
な
ど
、
常
時

　
　

　
　

介
護
が
必
要
で
在
宅
生
活
が

　
　

困
難
な
方
が
入
所
で
き
る
サ

　
　

ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　
　
　

詳
し
く
は
、
５
月
広
報
と

　
　

同
時
に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ

　
　

ッ
ト
「
み
ん
な
の
あ
ん
し
ん

　
　

介
護
保
険
」
を
参
考
に
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。　
　

Ｑ
４　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

　
　

き
の
利
用
者
負
担
は
ど
う
な

　
　

っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
４　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か

　
　

か
る
本
人
負
担
は
、
平
成
27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年
７
月
サ
ー
ビ
ス
分
ま
で
は
、

　
　

全
員
１
割
負
担
と
な
っ
て
い

　
　

ま
す
が
、
平
成
27
年
８
月
サ

　
　

ー
ビ
ス
分
か
ら
、
一
定
以
上

　
　

の
所
得
の
あ
る
方
は
２
割
負

　
　

担
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
７

　
　

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

施
設
入
所
・
短
期
入
所（
シ

　
　

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
利
用
の
場

　
　

合
は
、
食
事
や
居
住
費
な
ど

　
　

の
費
用
も
利
用
者
負
担
と
な

　
　

り
ま
す
が
、
低
所
得
者
に
は

　
　

軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
利
用
者
負
担
が
あ

　
　

る
一
定
額
を
超
え
た
場
合
は
、

　
　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

　
　

給
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
者
に

　
　

は
町
か
ら
通
知
を
い
た
し
ま

　
　

す
。

Ｑ
５　

要
介
護
認
定
や
サ
ー
ビ
ス

　
　

に
関
す
る
相
談
や
苦
情
は
ど

　
　

こ
に
言
え
ば
い
い
の
で
す
か

　
　

？

Ａ
５　

健
康
福
祉
課
、
も
し
く
は

　
　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
解

　
　

決
が
困
難
な
場
合
は
、
兵
庫

　
　

県
介
護
保
険
審
査
会
又
は
中

　
　

播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
が
相

　
　

談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

施
設
入
所
関
係

Ｑ
１　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

　
　

入
所
し
た
い
の
で
す
が
、
ど

　
　

う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

Ａ
１　

家
族
や
身
元
引
受
人
の
方

　
　

が
、
直
接
特
別
養
護
老
人
ホ

　
　

ー
ム
に
入
所
申
し
込
み
に
行

　
　

っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

　
　

ま
す
。
役
場
が
特
定
の
施
設

　
　

を
斡
旋
し
た
り
、
入
所
申
し

　
　

込
み
を
代
行
し
た
り
す
る
こ

　
　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

　
　

入
所
す
る
と
き
に
制
限
は
あ

　
　

り
ま
す
か
？

Ａ
２　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
原

　
　

則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の

　
　

認
定
を
受
け
て
い
る
方
し
か

　
　

新
た
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　
　

ム
に
入
所
す
る
こ
と
は
で
き

　
　

な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

　
　

要
介
護
１
、
要
介
護
２
の
方

　
　

で
も
、
本
人
や
家
族
の
状
況

　
　

に
よ
っ
て
は
特
例
的
に
入
所

　
　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

　
　

し
く
は
、
入
所
申
し
込
み
の

　
　

際
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　
　

ム
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
　

い
。

　

＊
保
険
料
に
関
し
て
は
、
６

　
　

月
広
報
で
詳
細
に
お
知
ら

　
　

せ
い
た
し
ま
す
。

　

＊
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は

　
　

健
康
福
祉
課
ま
た
は
地
域

　
　

包
括
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎ 

３
２
ー
２
４
２
１
ま
で

　
　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

＊
ま
た
、
５
月
広
報
配
布
時

　
　

に
全
戸
配
布
す
る
介
護
保

　
　

険
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
ご

　
　

活
用
く
だ
さ
い
。
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人生80年いきいき住宅助成事業の実施について
住宅のバリアフリー改造を支援します

　平成 27 年度から町民の皆さまが住みなれたところで、できるだけ長く暮らしていただくために、お住ま
いになっている住宅のバリアフリー改造を支援する制度ができました。助成については、対象者の年齢や障
がいの状況、改造する場所、助成上限額や助成率、所得制限などがありますので、助成を希望される場合は、
必ず事前に健康福祉課へご相談ください。
　なお、助成決定前に着工したものは助成対象となりませんので、ご注意ください。

　住宅改造・一般型

①対象世帯：60 歳以上の方がおられる世帯または
　　　　　　障がい者と同居している世帯
②対象事業：高齢者・身体障がい者（特別型の対象
　　　　　　とならない方）に配慮した既存住宅の
　　　　　　改造
③補助要件：浴室・洗面所、廊下・階段、玄関、便
　　　　　　所、台所、居室の６か所のうち、３か
　　　　　　所以上に改造の必須事項としている改
　　　　　　造（例：手すりの取り付け、段差の解
　　　　　　消、滑り止めの設置、床の張替えなど）
　　　　　　を行う必要があります。
④助成対象限度額：100 万円／世帯 （助成率１／３）

　住宅改造・特別型

①対象世帯  ：介護保険制度の要介護（支援）認定を
　　　　　　受けた被保険者のいる世帯、または身
　　　　　　体障がい者手帳・療育手帳の交付を受
　　　　　　けた方と同居している世帯
②対象事業：身体状況（障がいの状況や程度）に応
　　　　　　じた既存住宅の改造
　　　　　　☆介護保険又は障がい者総合支援法に
　　　　　　　もとづく住宅改修と一体的（同時）
　　　　　　　に実施する場合、助成対象となりま
　　　　　　　す。

③補助要件：住まいの改良相談員の承認が必要です。
　　　　　　（個所ごとに限度額あり）
④助成対象限度額：介護保険制度などの住宅改修費
　　　　　　　　　とあわせて 100 万円／世帯（助
　　　　　　　　　成率 1/3 以上、所得により助成
　　　　　　　　　率が違います）

　増改築・一般型及び増改築・特別型

①対象世帯：一般型若しくは特別型の住宅改造の助
　　　　　　成を受ける者、または一般型若しくは
　　　　　　特別型の住宅改造の助成を受けること
　　　　　　ができる世帯と同居しようとしている
　　　　　　世帯
②対象事業：既存住宅の一般型又は特別型の改造で
　　　　　　増改築を伴うもの
③補助要件：一般型と併用する場合は、住宅改造・
　　　　　　一般型の必須工事の実施が必要です。
④助成対象限度額：150 万円／世帯（助成率１／３）

所得制限　以下の世帯は対象外です。
   ◎生計中心者が給与収入のみの方で給与収入金額
　　が 800 万円を超える世帯
　◎生計中心者が給与収入のみ以外の方で所得金額
　　が 600 万円を超える世帯

　　　　　　　 問合せ　健康福祉課　☎ 32 ― 2421

国 民 健 康 保 険 被 保 険 者、後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 の 方 の

人 間 ド ッ ク 助 成 を 行 い ま す
　健康増進と疾病の早期発見のため、被保険者の方
が人間ドックを受診される際に助成を行っています。
健康に過ごすために年に１回は健診を受けましょう。

 ・対象者　満 30 歳以上の国民健康保険被保険者
　　　　　後期高齢者医療被保険者
　　　　　（町ぐるみ健診を受診されない方）
 ・助成額　20,350 円（１人同一年度１回）
 ・持参物　印鑑、被保険者証
　　　　　※公立神崎総合病院以外の場合は、受 
　　　　　　診された領収証、人間ドックの結果表、
　　　　　　通帳及び印鑑を持参の上、申請願います。

 ・申請場所　住民生活課・神崎支庁舎
 ・そ の 他　今年度町ぐるみ健診を受診される予定
　　　　　　の方は、助成の対象となりませんので
　　　　　　ご注意ください。　

　生活習慣病は、突然発病するのではなく、少しず
つ進行していきます。健康に過ごすために年に１回
の健診を受診しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　問合せ　住民生活課　☎ 34 － 0962
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　昨年度に実施しました住民健診の結果が出ましたので、お知らせします。
　みなさん！年に一度は健診を受けられていますか？健診を受け、要医療と診断されたのに、まだ医療機関
に掛かられていない方は、早めに医療機関で診てもらうようお願いします。特に悪いところがなかった方も、
結果をしっかり確認し、生活習慣に役立てるようにしましょう。
　また、４月に全世帯にお送りしました【平成 27 年度 住民健診のお知らせ】はご確認いただけましたでしょ
うか？受診をご希望の方で、まだ申込書をお持ちの方は健康福祉課（神崎支庁舎内）までご提出をお願いし
ます。
　年に一度は健診を受けて、あなた自身やあなたにかかわる全ての人が、健康で笑顔あふれる毎日を送れる
よう、健康管理に努めましょう！（何か気になる症状がある場合は、健診を待たず医療機関での受診をお願
いします。）

平成 26 年度　住民健診（項目別）受診状況

自分の体調管理 のために、年に一度は 健診 を受けましょう！
～平成26年度  住民健診結果の概要～

※婦人健診の受診者数には個別検診の受診者数も含まれています。

特定基本健診（項目別）

検査別異常率（要医療）がん検診等

要継続医療　44.6％　789 人 要　治　療　30.4％　536人

要　指　導　21.1％　372 人

異常認めず　  3.9％　  68 人

※婦人健診を除く

メタボリック
シンドローム 受診人数 1,402 人
基準該当 12.1％（170 人）

予備群該当 8.8％（124 人）
非該当 79.1％（1，108人）

判定不能 0.0％ （0 人）

受診者数 1,765 人
やせ　150人　8.5％
肥満　377人 21.4％

Ｂ
Ｍ
Ｉ

腹囲  受診人数  1,402 人
338 人　24.1％

検　診　種　別
受　診　者　数 要精検者数 要精検者出現率

Ｈ 25
（人）

H26
（人）

増減
（人）

増減率
（％）

Ｈ 25
（人）

Ｈ 26
（人）

Ｈ 25
（%）

Ｈ 26
（%）

増減
（％）

町
ぐ
る
み
健
診

全受診者 2,018 1,995 ー 23 ー 1.2
特定（基本）健診 1,787 1,765 ー 22 ー 1.2 548 536 30.7 30.4 ー 0.4
肺がん検診 1,497 1,500 3 0.2 43 54 2.9 3.6 0.7
胃がん検診 540 531 ー 9 ー 1.7 59 66 10.9 12.4 1.5
大腸がん検診 1,169 1,168 ー 1 ー 0.1 71 57 6.1 4.9 ー 1.2
肝炎ウイルス検診 66 112 46 69.7 1 2 1.5 1.8 0.3
前立腺がん検診 236 321 85 36.0 13 28 5.5 8.7 3.2
ＡＢＣ検診（ピロリ菌） 124 116 ー 8 ー 6.5 56 29 45.2 25.0 ー 20.2

婦
人
健
診

子宮頸がん検診 462 420 ー 42 ー 9.1 8 1 1.7 0.02 ー 1.68
乳がん（視触診）検診 432 432 0 0 14 5 3.1 1.2 ー 1.9
乳がん（マンモグラフィ）検診 406 390 ー 16 ー 3.9 24 24 5.9 6.2 0.3
骨粗しょう症検診 304 240 ー 64 ー 21.1 61 44 20.1 18.3 ー 1.8

項目別要精検・異常率
特定基本健診総合判定結果

（受診者数 1,765 人）

胸部検診											受診人数      1,500 人
                          3.6％           （54 人）

喀痰検査											受診人数      17 人
                          0.0％           （0 人）

胃部検診											受診人数      531 人
                          12.4％         （66 人）

大腸検診											受診人数      1,168 人
                          4.9％           （57 人）

肝炎ウイルス検診		受診人数      112 人
                          1.8％           （2 人）

前立腺検診								受診人数      321 人
                          8.7％           （28 人）

骨粗しょう症検診		受診人数      47 人
                          27.7％         （13 人）

腹部超音波検診		受診人数      0 人
                          0.0％           （0 人）
ＡＢＣ検診　　		受診人数  　 116 人
（ピロリ菌）					　 25.0%　　　 （29 人）

血圧								受診人数       1,765 人
                15.1％          （266 人）

脂質								受診人数       1,765 人
                24.6％          （435 人）

心電図					受診人数       478 人
                5.2％           （25 人）

眼底								受診人数       350 人
                0.3％           （1 人）

糖尿病					受診人数       1,765 人
                3.6％           （63 人）
血清尿酸		受診人数       1,765 人
                2.8％           （49 人）

貧血								受診人数       450 人
                10.0％          （45 人）

肝臓								受診人数       1,765 人
                6.2％            （110 人）

腎臓								受診人数       1,765 人
                3.6％           （64 人）

聴力								受診人数       0 人
                0.0％            （0 人）

（痛風）
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　5 月 の 保 健 行 事

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　ゴトン、ゴロゴロゴロ ･･･ ガッシャーン！！ピ
ンが倒れるたびに歓声があがります。スペアやス
トライクが出ると更に大きな歓声やハイタッチが
始まります。今春、ケアステの療育を卒業した子
どもたちと行った「お別れ遠足」の一こまです。
今年はボーリングと姫路駅周辺散策をしました。
　参加した子どもの中で、ともみさんはケアステ
が開所して間もない頃から療育を利用されていま
した。よちよち歩きだった時に、みんなでどんぐ
り拾いに行った事、クリスマス会、成長をお祝い
する会等の行事、就学してからの午後の療育では、
夏の川遊び、おやつ作り、焼いも大会や雪遊びな
ど、楽しかった事やともみさんの笑顔が思い出さ
れます。とても恥ずかしがり屋なのに人と関わる
ことが大好きで、年少の子どもに優しく声をかけ

たり、スタッフがバッグを置いていると「忘れと
うで」と教えてくれます。ともみさんの優しさや
素直な心は誰に対しても変わることはありません。
　しかし、ともみさんの体調は周囲の者が常に注
意する必要がありましたので、保護者はいつも不
安を感じておられました。また、ともみさんの卒
業後の進路も大変悩まれましたが、最終的には、
仲間と一緒に過ごせる特別支援学校の高等部を選
択されました。
　ともみさんをはじめ卒
業生たちには、これまで
に受けてきた家族の愛情
やいろいろな方々からの
援助を力にして、将来の
就労に向けた学習や体験
をがんばってもらいたい
と思っています。そして、
自分のことは自分で決め
ることのできる、元気でいきいきした大人に成長
されることを願っています。

　　                  食育ボランティア募集
　～ 地域全体で取り組みたい『早寝 早起き 朝ごはん』～
　 6 月 14 日（日）に神河町で『特別巡回ラジオ体操 ･ みんなの体操会』
が開催されます。健康福祉課では、このラジオ体操終了後に食育推進
のため簡単な朝ごはん（ご飯・味噌汁）の提供を考えています。
  そこで、前日の準備または当日の早朝からお手伝いしていただける
食育ボランティアを募集します！生活習慣づくりは子どもだけでなく
大人にとっても大切です。「早寝 早起き 朝ごはん」で子どもも大人
も健康的な 1 日のスタートを切れるよう、ぜひ、ご協力ください！
■日時　6 月 14 日（日）5：00 ～＊前日夕方も食材の準備があります。
■場所　神崎支庁舎周辺
■内容　野菜たくさんの味噌汁作り・配膳のお手伝い
■募集人員　15 人
■申込み・お問合せ　 5 月 14 日（木）までに
　　　　　　　　　　健康福祉課　☎ 32ー 2421 までお電話ください。

ケアステーションお別れ遠足
～よちよち歩きから始まった療育の思い出～

【 ４ ０ ０ ｍ ｌ 献 血 対 象 年 齢 】                         
１７～６９歳（男性）、１８～６９歳（女性）
※６５歳以上の方は、６０～６４歳の間に献 
　血経験がある場合に限ります。   

    献血のお知らせ  
献血へのご協力をお願いします。 
と　き：5月22日（金）  
ところ：神崎支庁舎   
　　    10時00分 ～ 11時30分  
  本庁舎   
　　　 13時30分 ～ 16時00分  

献血へのご協力をお願いします。 
と　き：5月22日（金）  
ところ：神崎支庁舎   
　　    10時00分 ～ 11時30分  

5 月 31日は世界禁煙デーです
　平成 26 年度に実施された
神崎小学校 6 年生へのタバコ
のアンケート結果では、
家族でタバコを吸う人51.9％

（内：父 56.4％、母 15.4％）
となっていました。
　周りでタバコを吸っている
のを 8 割の子どもが「とって
もいやだ」と思っています。
子ども達のためにも、これを
機会に禁煙に挑戦してみてく
ださい。

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

1 日
（金）

すくすく相談
（乳幼児相談）

H25 年 4 月生まれ
H26 年 4 月 ･9 月生まれ
及び希望者

13：30
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

26 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H27 年 1/25 ～ 3/26
生まれ

13：30
  ～ 13：40

27 日
（水）

１歳６か月児
健													診

H25 年 9 ～ 10 月
生まれ

13：00
 ～ 13：30

3 歳 児 健 診 H23 年 12 月～
H24 年 1 月生まれ

13：30
 ～ 14：00

12 日
（火）

健 康 福 祉
なんでも相談 一般住民 9：00

 ～ 11：30

2001年、よちよち歩きでどんぐりを拾いました

早　　ね
早 お き
朝ごはん
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糖尿病の家族の食事について教えてください。毎日の食事で特に気をつけることや、おすすめの食  
　　べ物はありますか。

ごはんの量はきちんと計量し、メニューは和風料理を中心に栄養素をバランスよく摂ることが大切
　　です。

　糖尿病の食事で大切なことは、決められた指示エネルギー量の範囲内で炭水化物、タンパク質、脂質、
ビタミン、ミネラルなどの栄養素をバランスよく摂ることです。特におすすめの食べ物はありませんが、
食物繊維の多い野菜、海藻、きのこ類を肉や魚などと組み合わせて食べることが大切です。食物繊維は
糖の吸収を遅らせ、血糖の上昇を緩やかにします。また、コレステロールを減らし、脂肪の吸収を抑え
たり、便通の改善にも効果があります。メニューも脂肪の多い食品が中心になりがちな洋風料理より、
ヘルシーな和風料理を中心に、塩分を少なめにされるとよいでしょう。
　また、朝、昼、晩の食事を規則正しく食べることも大切です。同じエネルギー量の食事でも、１食だ
けに集中して食べると血糖の上昇が大きくなります。３度の食事の内容が均等になるようにしましょう。

糖尿病ですが、外食の機会も多く、お酒や甘いものも大好きです。どうすればよいでしょうか。 

外食の場合は食べ過ぎに注意し、お酒は飲む日の間隔をあけて飲み過ぎない、間食は昼間に少量　
　　を食べるようにしましょう。

　外食は一般的に高カロリーで野菜が少ないものが多くあります。残すことに抵抗がある方も多いと思
いますが、普段の食事より多いと思われたら残すようにしてください。メニューも単品ものやラーメン
とチャーハンなどの主食同士の組み合わせのものは避け、定食タイプで野菜の多いものを選びましょう。
　お酒や甘いものは基本禁止ですが、少量なら飲んだり食べたりしても大丈夫です。お酒は飲むと食欲
増進効果がありますので、おつまみなどの食べ過ぎに注意し、飲酒する間隔をあけて飲み過ぎに注意し
てください。甘いものは、昼間に少量、洋菓子より和菓子の方がおすすめです。間食されたら、主食や
芋類などの炭水化物を少し減らすようにしましょう。

                                                                                                         給食科長　大成　奈穂美

糖尿病の家族の食事について教えてください。毎日の食事で特に気をつけることや、おすすめの食  
　　べ物はありますか。　　べ物はありますか。Q

ごはんの量はきちんと計量し、メニューは和風料理を中心に栄養素をバランスよく摂ることが大切
　　です。A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

　　べ物はありますか。　　べ物はありますか。QQ 糖尿病の家族の食事について教えてください。毎日の食事で特に気をつけることや、おすすめの食  糖尿病の家族の食事について教えてください。毎日の食事で特に気をつけることや、おすすめの食  QQ

公立神崎総合病院のコーナー
糖尿病の家族の食事について教えてください。毎日の食事で特に気をつけることや、おすすめの食  

糖尿病ですが、外食の機会も多く、お酒や甘いものも大好きです。どうすればよいでしょうか。 

外食の場合は食べ過ぎに注意し、お酒は飲む日の間隔をあけて飲み過ぎない、間食は昼間に少量　

Q
外食の場合は食べ過ぎに注意し、お酒は飲む日の間隔をあけて飲み過ぎない、間食は昼間に少量　

　　を食べるようにしましょう。
外食の場合は食べ過ぎに注意し、お酒は飲む日の間隔をあけて飲み過ぎない、間食は昼間に少量　A

① 米を洗い、分量の水を入れ、３０分つける。
② 塩昆布とツナとにんじんのせん切りを加えて炊く。
③ 炊き上がったごはんをサックリ混ぜ、器に盛り、青のりを
　 ふる。

・米　　　　　　　　　　２合
・水　　　　　　　　　　２カップ
・塩昆布　　　　　　　　２４ｇ
・ツナ缶　　　　　　　　５０ｇ
・にんじん　　　　　　　３０ｇ
・あおのり　　　　　　　少々

（１３０ｇの栄養価）
エネルギー　	２０４	kcal
たんぱく質				５．３g
塩分　　　　	０．７ｇ

～ごはんを食べよう ! ～
（主食）塩昆布とツナの炊き込みご飯（５人分）

～食育・健康講座（いずみ会リーダー養成講座）受講者募集～
　いずみ会は「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に、
地域で食生活を通じた健康づくりをすすめています。
　健康づくりや栄養に関する基礎知識や食育について一緒に楽
しく学び、健康づくりの輪を広げましょう。

詳細のお問い合わせは・・・
　神崎支庁舎　健康福祉課　☎ 32ー 2421 まで
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公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１5月

神河シニアカレッジ　
あやめ学級　　　　　　　　　　会場：中央公民館

5月のロビー展

中央公民館
手芸作品展（友政やつの氏）

山野草展（日下部・中戸・竹村氏）
野の花活け花展（河原なでしこ）

神崎公民館 さくら陶芸作品展

3/8 高齢者大学芸能発表会　	 	

５月の公民館休館日のお知らせ	
＊連休中は、祝日・月曜日も開館します。  
　休館日：７日木曜日と
               11 日・18 日・25 日の月曜日  

月　　日 時　間 内　　容

５月 14 日（木）

10：20 
～ 

11：50

教養講座②
「花燃ゆ」歴史研究家　
　　　　黒田美江子　氏

13：00 
～ 

15：00

趣味講座①
（俳句 ･ 短歌・色えんぴつ画
　・民謡・園芸・コーラス）

月　　日 時　間 内　　容

５月 28 日（木）

10：00 
～ 

11：30

教養講座②
「１００才まで生き生き笑顔・声体操」
スマイル幸師　森川あやこ氏

13：00 
～ 

15：00

趣味講座①
（書道・民謡踊り・茶道・歌謡・
野の花・園芸・グラウンドゴルフ）

神河シニアカレッジ　
あじさい学級　　　　　　　　　会場：神崎公民館

教室名 月　　日 時　間
パソコン教室

（入門編）
 5 月 16 日（土）① 10：00 ～開級式
 5 月 30 日（土）② 10：00 ～

パソコン教室 
（中級）  5 月 14 日（木）① 19：00 ～開級式

英会話教室（初級） 5 月 19 日（火）① 19：30 ～開級式

公民館教室　　　　　　　　　　会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　容

5 月 16 日（土）
13：30 

～
15：00

「青年海外協力隊に参加して」
青年海外協力隊ＯＢ
　  服部　侑里（旧姓澤田）氏

成人ゼミナール①　　　　　　　会場：神崎公民館

　　　
教室名 月　　日 時　間

手づくり講座 
（プリザーブドフラワー）  5 月 9 日（土） 10：00 ～

手づくり講座 
（カラーサンド）  5 月 30 日（土） 13：30 ～

古文書教室（初級） 5 月 29 日（金）① 9：30 ～開級式

公民館教室　　　　　　　　　　会場：神崎公民館

3/12 高齢者大学閉講式　	 	

山名町長あいさつ	

あやめ学級皆勤賞代表者	

趣味クラブ講師の先生方	

君が代斉唱	

あじさい学級皆勤賞代表者	

教養講師の小泉信了先生	
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【神崎公民館】
サーカスナイト　  　　　　　 よしもとばなな
夢をまことに　　　　　　　　　　山本　兼一
火星に住むつもりかい？　　　　　伊坂幸太郎
今日も一日きみを見てた　　　　　角田　光代
洋七・おかんのがばい介護日記　　島田　洋七
異邦人（いりびと）                      原田　マハ
砂漠の青がとける夜　　　　　      中村　理聖
イラストでときめく片づけの魔法　近藤麻理恵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　    　　　他　8　冊

【中央公民館】
断裂回廊　　　　　　　　　　　　　坂　　剛
科学で勝負の先を読む　ウィリアム・パウンドストーン
雨に泣いてる　　　　　　　　　　 真山　　仁
銀の街から　　　　　　　　　　　沢木耕太郎
電車道　　　　　　　　　　　　　磯崎憲一郎
ＥＰＩＴＡＰＨ東京　　　　　　　恩田　　陸
春雷　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
火花　　　　　　　　　　　　　　又吉　直樹
それを愛とは呼ばず　　　　　　　桜木　紫乃
神様のカルテ　０　　　　　　　　夏川　草介

　　　　　　　　　　　　　　　　他　１０冊

　北朝鮮不正送金の疑い、スポーツジム襲撃事件など、
不審な行動が目立つ宗教団体クルパジャ。公安調査
庁は団体規制法を視野に入れ、調査を始めた。公安
調査官の殿村三春は、教団と関係が深いと見られる在
日朝鮮人二世の兼松一成を尾行。その最中に、兼松
は何者かに刺されてしまう。「クズワに渡してくれ」という
言葉とともに三春に託されたＵＳＢメモリ。そこには一体
何が。陰謀が張り巡らされた傑作長篇ミステリー！

　事件の後、さやかは娘のみちると幸せに暮らし
ていた。昔の恋人と再会し、忘れ得ぬ人々へのつ
のる想いを重ねながら、愛と祈りの絆は、やがて
鐘の音のように地上に広がり渡る。

サーカスナイト
著　者　よしもとばなな
発行所　幻冬舎

断裂回廊　
著　者　　坂　剛
発行所　徳間書店

おすすめ図書
（中央公民館） （神崎公民館）

＜図書の貸出・返却について＞
〇貸出場所・時間　中央公民館・神崎公民館・きらきら館　開館日の午前９時から午後５時まで
〇貸出冊数・期間　各館ごとに１人３冊まで　２週間
〇返却場所 ・ 時間　３館どこでも返却可　両公民館のみ開館日の午後９時 30 分まで（日曜・祝日は午後５時まで）

新着図書のご案内
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ず
セ
ッ
セ
と
啄
ば
む　
　
　

   

佐
想　

京
子

水
仙
の
花
芽
五
セ
ン
チ
伸
び
た
な
と　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

義
父
呟
き
ぬ
も
う
す
ぐ
三
月　
　
　
　
　
　

澤
田　

正
美

明
日
よ
り
普
通
の
生
活
で
き
る
事

　
　
　

そ
れ
の
み
嬉
し
退
院
の
朝　
　
　
　
　
　
　

中
野　

満
代

　
　
　
　
　
　
　

く
ち
な
し
句
会

紙
ひ
い
な
園
児
の
手
よ
り
生
ま
れ
き
し　
　
　
　
　

中
島　

恵
子

ま
ち
並
の
雛
め
ぐ
り
や
鉱
山
の
町　
　
　
　
　
　
　

小
林　

厚
子

順
を
待
つ
町
医
の
棚
に
つ
が
い
雛　
　
　
　
　
　
　

竹
西　

教
子

言
い
た
き
事
言
え
る
仲
間
と
春
の
寺　
　
　
　
　
　

山
名
き
く
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文　芸　欄
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＊グループ活動・体操教室は途中入会できます

おひさま☆きらきら通信

5月14日（木）吉冨～猪篠方面
5月23日（土）寺前～大河方面

　9：30～12：00の間にみなさんの地域を、車で
巡回しています。お気軽にご利用ください。

あおぞら図書館（巡回）

5月9日（土）10：00～　
　　季節の本の読み聞かせや手あそびなどをします。
“読み聞かせ”は心の栄養を満タンにしますよ。
　みなさんでぜひお越し下さい。

お は な し な あ に？

グループ活動・体操教室

◆貸出冊数・・・・・・・ 一人５冊、貸出期間30日
◆返却場所・・・・・・・きらきら館   おひさま
　　　　　　          中央公民館　神崎公民館

きらきら館　神河町中村 29
問 合 せ・・・  ☎ 32 ー 2410
開館時間・・・  9：00 ～ 17：00
休 館 日・・・  月曜日

“きらっと応援団”は、きらきら館・子育て学習
事業おひさまの応援団ボランティアグループです。
 「あそび」「工作」「託児」「花の手入れ」
「クッキング」など、いろいろな分野で活躍中！
　なかよしクリスマス会・子育てお楽しみ会の開
催や子育て研修会なども企画しています。
あなたも“きらっと応援団”に参加しませんか？

きらっと応援団募集!

休 館 日　…　土曜・日曜・祝日　
利用時間　…　10：00～ 16：00

大河内保健福祉センター２階　☎ 34－ 0315

おひさまルーム・なかよしルーム

　子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。
子育て中の方ならどなたでも、お気軽に遊びに
おこしください。

対　象 内　　容 日（曜日） 場　所

０歳児
親子あそび 13日（水）大河内保健センター
親子あそび 27日（水）大河内保健センター

１歳児
一緒にあそぼう 12日（火）大河内保健センター
砂遊びをしよう 26日（火）大河内保健センター

２歳児
一緒にあそぼう 14日（木）きらきら館
こいのぼりを見に行こう 28日（木）グリーンエコー

３歳児
みんなであそぼう 7日（木）きらきら館
絵本を見よう 21日（木）きらきら館

親子ハッピー体操 15日（金）神崎体育センター
すくすく赤ちゃん体操 20日（水）きらきら館

　　お母さんの笑顔が一番！
　子どもにとって、お母さんが楽しそうにし
ているととても心強いものです。
　新しいことをする時にも、お母さんが笑顔
でチャレンジしている姿を見ると、子どもも
頑張ってみようと思います。
　遊ぶ時も、お母さんが心から楽しんで遊ん
であげてくださいね。
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問合せ　神崎公民館　☎３2－１６８１

私達は、パッチワーク“ささゆりの会”です。
ひと針から始まる小物、バック、タぺストリー等々、先生を囲んで楽しんでいます。
ロビー展、文化祭などで、皆様に見ていただいて喜んでいます。
興味のある方は、ぜひ一度見学にお越し下さい。お待ちしています。
神崎公民館、中央公民館、どちらでも教室があります。

活動日　月２回
場　所　神崎公民館　　
指導者　赤松和美
代表者　藤原弘恵　　☎ 32－0430

サークル紹介（神崎公民館）

神

河

町

の

歴

史

文

化

遺

産
　

ささゆりの会

﹁ 

堲は
に  

岡お
か  

の  

里さ
と    

か  

み  

か  

わ 

﹂

　

こ
の
度
、比
延
の
日
吉
神
社
前
の
向
か
い
側
に
「
堲
岡
の
里
」
の
案
内
板
が
で
き
ま
し
た
。

神
河
町
域
は
、
今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
『
播は

り
ま
の
く
に
ふ
ど
き

磨
国
風
土
記
』

に
「
堲
岡
の
里
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
名
の
由
来
を
、
風
土
記
に
書
か
れ
た
物
語
を
も
と
に
、
絵
に
描
い
て
案
内
板
に

し
ま
し
た
。

　

２
人
の
神
さ
ま
の
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
お
話
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 



２
０
１
４
年
度
﹁
全
国
い
じ
め
防

止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
で
全
国
賞

受
賞

　

２
０
１
４
年
度
「
全
国
い
じ
め

防
止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
最

優
秀
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
次
ぐ

全
国
賞
に
、
神
崎
小
学
校
５
年
の

藤
原
大
将
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
藤
原
さ
ん
の
作
品
は
、

選
考
会
に
あ
た
る
「
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
い
じ
め
防
止
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
お
い
て
、
兵
庫
県
内
の
小

中
学
校
か
ら
応
募
さ
れ
た
１
９
，

８
０
１
作
品
の
中
か
ら
小
学
生
の

作
品
の
中
で
の
最
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
、
全
国
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
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イ
ベ
ン
ト

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報
本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001
公立神崎総合病院
　　　　　　   32 － 1331

　男　　5,697 人　 （－ 13）
　女　　6,323 人　 （－ 28）
　計　 12,020 人　 （－ 41）
世帯数　4,136 世帯（   8）

人 の 動 き

※ 2015 年 3 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　56 人
　出生　  3 人

転出　87 人
死亡　13 人

※ 2015 年 3 月中の異動

第
５
回
病
院
祭

       

﹁
す
ず
ら
ん
ま
つ
り
﹂
開
催

　

今
回
で
５
回
目
を
迎
え
る
公
立

神
崎
総
合
病
院
祭
「
す
ず
ら
ん
ま

つ
り
」
は
、
今
年
も
皆
さ
ま
に
参

加
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
を
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
手
術
室
見
学
、
外
科
縫
合
体

験
の
ほ
か
腹
腔
鏡
操
作
体
験
や
採

血
実
施
体
験
な
ど
日
頃
体
験
で
き

な
い
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
こ
ど
も

向
け
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
食
べ
物

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
充
実
さ
せ
て
皆

さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日　

時　

５
月
31
日（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分　

場　

所　

公
立
神
崎
総
合
病
院

※
詳
し
い
時
間
や
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

は
、
後
日
新
聞
折
込
さ
れ
る
チ

　

ラ
シ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

病
院
総
務
課　

　
　
　
　
　

☎
３
２
ー
２
４
８
８

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

神
河
町
で
は
、
資
源
ご
み
の
有

効
利
用
と
ご
み
の
減
量
を
図
る
た

め
に
、
子
ど
も
会
・
育
友
会
・
老

人
ク
ラ
ブ
・
学
校
生
徒
会
な
ど
各

種
団
体
が
行
う
資
源
ご
み
の
集
団

回
収
に
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

＊
対
象
品
目
と
奨
励
金
単
価
に
つ 

　

い
て

　

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
各
１

　

kg
当
り
３
円
。

＊
回
収
業
者
に
つ
い
て

　

町
指
定
業
者
（
有
限
会
社
澤
田

　

紙
業
と
兵
庫
紙
パ
ル
プ
株
式
会

　

社
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
条
件

　

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課　

　
　
　
　
　

☎
３
４
ー
０
９
６
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日︵
月
︶～ 

５
月
20
日︵
水
︶

　

こ
の
運
動
は
、
尊
い
人
命
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
県
民
一

人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
行
動

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

運
動
基
本
項
目

　
﹃
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

　

故
防
止
﹄

　
　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
か

　

け
が
え
の
な
い
命
を
社
会
全
体

　

で
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
と
も

　

に
、
交
通
事
故
死
者
数
全
体
の

　

約
半
数
を
高
齢
者
が
占
め
る
交

　

通
事
故
情
勢
を
踏
ま
え
運
動
を

　

展
開
し
ま
す
。

重
点
推
進
項
目

　

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　
　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
　

正
し
い
着
用
の
徹
底

　

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ま
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
や
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
減
速
す
る
な
ど
、

　

お
知
ら
せ

思
い
や
り
の
運
転
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
皆
さ
ま
や
自

転
車
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
も
、

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎
環
境
測
定
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

ご
み
燃
料
化
施
設
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施

設
）
の
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
等
の
測
定
値
は
、
下
記
の
と

お
り
で
基
準
値
以
下
で
し
た
。

◎
分
別
の
お
願
い

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
燃
え
る
ご
み
を
固
形
燃
料

に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
４
月
に
新
し
く

作
成
し
ま
し
た
「
ご
み
の
分
別
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
手
引
き
」
を
参
考

に
し
、
分
別
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ  

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
２
ー
２
８
８
８

26年度の騒音、振動、悪臭、周辺大気、水質の測定結果につきましても
基準値以下でした。

項　　目 単　位 測　定　値 基準値等 評価H26.1.16 測定 H27.1.13 測定
ばいじん濃度 g/㎥ N 0.002 0.004 0.15 ○

硫黄酸化物濃度 PPM ＜1 ＜1 1,300 ○

窒素酸化物濃度 PPM 43 40 230 ○

塩化水素濃度 Mg/㎥ N 1.4 8 700 ○

ダイオキシン類 Ng-TEQ/㎥ N 0.000021 0.000086 0.1 ○

【RDF 施設排ガスの測定値】



　

者
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
会
な
ど
の
グ
ル

　

ー
プ
勉
強
会
な
ど
に
利
用
し
て

　

い
た
だ
け
る
団
体
（
５
人
以
上

　

の
団
体
）

実
施
日
・
時
間　

月
曜
日
～
金
曜

　

日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
１
回

　

１
時
間
～
１
時
間
30
分

実
施
場
所　

申
し
込
ま
れ
た
団
体

　

が
ご
指
定
く
だ
さ
い
。市
川
町
・

　

神
河
町
内
に
限
り
ま
す
。

申
込
書　

住
民
生
活
課
又
は
中
播

　

北
部
行
政
事
務
組
合
に
あ
り
ま

　

す
。
直
接
電
話
で
申
し
込
み
さ

　

れ
る
場
合
は　

    

　
　
　
　
　
　

☎
３
２
ー
２
８
８
８

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
２
ー
２
８
８
９
ま
で

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
ご
希
望
に

　

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
予
備
日
を
必
ず
書
い
て
く

　

だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
が
神
河
町
に

や
っ
て
き
ま
す
！

　

神
河
町
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

の
１
つ
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体

操
・
み
ん
な
の
体
操
会
を
開
催
し

ま
す
。
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た

め
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
14
日
（
日
）

　

午
前
６
時
開
会

かみかわ　No.11431 

　

日
本
赤
十
字
社
は
、「
人
の
命

と
尊
厳
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
世
界
各
国
の
赤
十
字
社
と

と
も
に
、
医
療
救
護
要
員
の
派
遣

な
ど
、
紛
争
や
災
害
、
病
気
で
苦

し
ん
で
い
る
人
々
に
救
い
の
手
を

さ
し
の
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

内
で
も
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る

被
災
者
の
救
援
活
動
や
物
資
の
配

付
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
財
源
は
、
赤

十
字
の
理
念
に
賛
同
し
て
加
入
し

て
い
た
だ
い
た
「
社
員
（
会
員
）」

が
出
し
た
お
金
「
社
資
」
や
、
広

く
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

社
員
は
、
個
人
・
法
人
ど
な
た

で
も
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
ご
加
入
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社

　
　
　
　

兵
庫
県
支
部　

振
興
課

  

☎
０
７
８
ー
２
４
１
ー
８
９
２
１       

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
８
ー
２
４
１
ー
６
９
９
０

皆
さ
ま
の
地
域
に
出
向
き
、

﹁
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
の
出
前

講
座
﹂
を
実
施
し
ま
す

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
を

ご
み
の
分
別
・
減
量
化
の
話
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
ご
み
の
分
別
・
減
量
化

の
出
前
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。

申
込
者　

地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動

場　

所　

神
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

　

ド
（
雨
天
時
：
神
崎
小
体
育
館
）

そ
の
他　

・
当
日
参
加
さ
れ
た
方
に
、
参
加  

　

記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
履
き
を

　

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
育

　

館
が
狭
小
の
た
め
入
場
制
限
を

　

い
た
し
ま
す
。

・
車
で
来
場
の
方
は
、
神
崎
小
学

　

校
周
辺
の
指
定
さ
れ
た
駐
車
場

　

に
お
停
め
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ジ
オ
体
操
放
送
後
、
み
ん
な

　

の
体
操
会
と
し
て
講
師
に
よ
る

　
「
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

・
詳
し
く
は
、
折
込
チ
ラ
シ
か
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
案
内
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
課　

社
会
教
育
係

　
　
　
　
　

☎
３
４
ー
０
２
１
２

町
長
杯
野
球
大
会

                  

参
加
チ
ー
ム
募
集

日　

時  

６
月
７
日（
日
）・
14
日

　
（
日
）・
21
日（
日
）

場　

所　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
構
成
さ

　

れ
た
チ
ー
ム

申
込
期
限　

５
月
15
日（
金
）

問
合
せ　

神
河
町
野
球
協
会
事
務

　

局
（
役
場
内
建
設
課
：
藤
原
ま

　

た
は
地
籍
課
：
羽
岡
）　　
　

　
　
　
　
　

☎
３
４
︱
０
９
６
４

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

入
選
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
27
日

（
金
）
に
は
、
東
京
で
授
賞
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
【
全
国
賞
】
神
崎
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　

藤
原　

大
将　

さ
ん

　
「
大
切
な
ボ
ク
の
友
だ
ち
守
っ

　

て
あ
げ
る　

強
い
心
を
も
ち
た

　

い
な
」

　

な
お
、
神
崎
小
学
校
３
年
の
香

川
菜
摘
さ
ん
が
、「
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
い
じ
め
防
止
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
【
優
秀
賞
】　

神
崎
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　

香
川　

菜
摘　

さ
ん

　
「
も
う
一
度　

自
分
の
む
ね
に

　

聞
い
て
み
よ
う　

ほ
ん
と
に
い

　

い
の　

そ
の
言
葉
」

５
月
は﹁
赤
十
字
運
動
月
間
﹂で
す

﹁
命
を
救
う
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
﹂

活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

募　

集　
　

～自動車税についてのお願い～

自動車税の納期限は
６月１日（月）です。

納税はお近くの銀行・農協などの金融機関、ゆうちょ銀行・
郵便局（原則として近畿２府４県内）、兵庫県指定のコンビ
ニエンスストア（全国の店舗）または県税事務所で６月１日
（月）までにお忘れなく！

ー 兵庫県・県税事務所	ー

3/27「全国いじめ防止標語コンテスト表彰式」
藤原大将さん（左から２人目）
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5月
くらしのカレンダー

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

2

43 5 6 7 8 9

11 12 13 14 15 16

17 18 19

26

20

27

21

28

22

24

23

25

1

●人権をたしか
　める日

●栄養相談
　9:00 ～

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

10

◦パソコン教室  
　（中級）開級式
　19:00 ～

◦行政・心配ご
　と相談
　13:00～
　（前日までに
　電話での予約
　が必要 ☎32  
　ー2303）

中公

◦成人ゼミナー
　ル開講式
　13:30～

●献血
　10:00～
　13:30～

憲法記念日

神支

神支

●食育の日

●古文書教室
  （初級）開級式
　9:30～

神支

神支

29

◦すくすく相談
　13:30～

30

●第５回病院祭
　「すずらんまつり」
　11:00～14:30

◦手づくり講座  　       
（プリザーブド　　  
　フラワー）　
　10:00～　　　　

みどりの日 こどもの日 振替休日

31

◦あやめ学級
　教養10:20～
　趣味13:00～

中公

神公

◦パソコン教室  
　（入門編）開級式
　10:00 ～

中公

◦ 英 会 話 教 室  
　（初級）開級式
　19:30 ～

中公

◦ 糖 尿 病 教 室           
　10:30～11:30

本

◦あじさい学級
　教養10:00～
　趣味13:00～

神公
神公

◦パソコン教室         
　（入門編）　
　10:00 ～

中公

◦手づくり講座
（カラーサンド）　
　13:30～　　　　神公

総病

総病

神公

◦健康福祉
　なんでも相談
　9:00～

◦もぐもぐ教室
　13:30～ 神支

◦１歳６か月児、
　３歳児健診
　13:00～ 神支

◦第10回神河町　
　消防操法訓練　
　大会　
　８:00 ～
　　　　神崎小


